


⼋
⽇
市
地
⽅
遺
跡
は
︑
⽇
の
出
町
︑
⼋
⽇
市
町
地
⽅
︑
こ
ま
つ
の
杜
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⼟
居
原
町
地
内
︑

⼋
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市
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は
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の
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J
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小
松
駅
東
側

小
松
駅
東
側
に
ひ
ろ
が
る
弥
⽣
時
代
中
期
の
⼤
規
模
環
濠
集
落
で
す
︒

に
ひ
ろ
が
る
弥
⽣
時
代
中
期
の
⼤
規
模
環
濠
集
落
で
す
︒

  
弥
⽣
時
代
は
︑
⼤
陸
か
ら
新
た
に
⽶
作
り
の
技
術
が
伝
わ
り
︑
ム
ラ
づ
く
り
の
あ
り
⽅
や
⾵
習
︑

弥
⽣
時
代
は
︑
⼤
陸
か
ら
新
た
に
⽶
作
り
の
技
術
が
伝
わ
り
︑
ム
ラ
づ
く
り
の
あ
り
⽅
や
⾵
習
︑

さ
ま
ざ
ま
な
道
具
に
も
変
化
が
み
ら
れ
︑
躍
動
的
に
情
報
・
物
資
が
⾏
き
交
う
⼤
交
流
時
代
と
も
い
え
ま
す
︒ 

さ
ま
ざ
ま
な
道
具
に
も
変
化
が
み
ら
れ
︑
躍
動
的
に
情
報
・
物
資
が
⾏
き
交
う
⼤
交
流
時
代
と
も
い
え
ま
す
︒ 

  
複
数
年
に
わ
た
る
調
査
に
よ
っ
て
︑遺
跡
か
ら
発
⾒
さ
れ
た
膨
⼤
な
資
料
は
︑弥
⽣
時
代
の
⽣
活
全
般
の
様
相
を
網
羅
し
た
も
の
で
あ
り
︑

複
数
年
に
わ
た
る
調
査
に
よ
っ
て
︑遺
跡
か
ら
発
⾒
さ
れ
た
膨
⼤
な
資
料
は
︑弥
⽣
時
代
の
⽣
活
全
般
の
様
相
を
網
羅
し
た
も
の
で
あ
り
︑

当
時
の
暮
ら
し
を
復
元
し
︑
現
代
の
⽣
活
様
式
の
源
流
を
探
る
上
で
も
貴
重
な
も
の
で
す
︒

当
時
の
暮
ら
し
を
復
元
し
︑
現
代
の
⽣
活
様
式
の
源
流
を
探
る
上
で
も
貴
重
な
も
の
で
す
︒

  
ま
た
︑
⼋
⽇
市
地
⽅
遺
跡
で
は
︑
⽇
本
最
⼤
規
模
を
ほ
こ
る
碧
⽟
製
の
管
⽟
⽣
産
や
︑
造
形
豊
か
な
⽊
器
⽣
産
が
盛
ん
に
お
こ
な
わ
れ
︑

ま
た
︑
⼋
⽇
市
地
⽅
遺
跡
で
は
︑
⽇
本
最
⼤
規
模
を
ほ
こ
る
碧
⽟
製
の
管
⽟
⽣
産
や
︑
造
形
豊
か
な
⽊
器
⽣
産
が
盛
ん
に
お
こ
な
わ
れ
︑

他
地
域
と
の
広
域
交
流
の
姿
は
⼩
松
ま
ち
づ
く
り
の
原
点
と
も
い
え
ま
す
︒

他
地
域
と
の
広
域
交
流
の
姿
は
⼩
松
ま
ち
づ
く
り
の
原
点
と
も
い
え
ま
す
︒

  
現
在
は
整
備
さ
れ
た
⼩
松
駅
周
辺
で
す
が
︑
本
書
で
は
発
掘
調
査
成
果
か
ら
よ
み
が
え
っ
た
地
中
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
︑

現
在
は
整
備
さ
れ
た
⼩
松
駅
周
辺
で
す
が
︑
本
書
で
は
発
掘
調
査
成
果
か
ら
よ
み
が
え
っ
た
地
中
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
︑

弥
⽣
時
代
に
花
開
い
た
﹁
⼩
松
⽂
化
﹂
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
︒

弥
⽣
時
代
に
花
開
い
た
﹁
⼩
松
⽂
化
﹂
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
︒

１　

本
書
は
、
遺
跡
発
見
九
〇
年
を
記
念
し
て
、
複
数
年
に
わ
た
り
小
松
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
が
実
施
し
た
展
覧
会
、
講
演
会
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
等
の
成
果
を
反
映
し
、　

八
日
市
地
方
遺
跡
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〇
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た
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松
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埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
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実
施
し
た
展
覧
会
、
講
演
会
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
等
の
成
果
を
反
映
し
、　

八
日
市
地
方
遺
跡

普
及
冊
子
と
し
て
作
成
し
た
。

普
及
冊
子
と
し
て
作
成
し
た
。

２　

本
書
の
執
筆
・
編
集
は
下
濱
貴
子
が
主
に
担
当
し
、
樫
田　

誠
、
横
幕　

真
の
協
力
を
受
け
た
。
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本
書
の
執
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・
編
集
は
下
濱
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が
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担
当
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、
樫
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誠
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横
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真
の
協
力
を
受
け
た
。
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掲
載
写
真
の
名
称
に
＊
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の
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学
館
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掲
載
写
真
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名
称
に
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が
つ
く
も
の
は
小
学
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考
古
資
料
大
観
に
掲
載
の
も
の
で
、
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滋
が
撮
影
し
た
も
の
で
あ
る
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考
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資
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撮
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た
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の
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あ
る
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掲
載
写
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に
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つ
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の
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川
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博
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は
田
邊
朋
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。
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邊
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し
た
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の
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あ
る
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展
示
お
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本
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・
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後藤長平氏が昭和 13 年に調査したのは 16 歳の時に
なります。昭和 25 年の調査では、「将来小松市に美
術館等が設けられる機会には発掘品は寄贈したい」
とし「発掘品は地元に保管」を主張して小松市教育
委員会も調査に携わるよう強く働きかけていただき
ました。

橋本澄夫氏は、昭和 28 年に明治大学で考古学を専攻
し、杉原荘介氏により「石川出身だから」とすすめ
られ、八日市地方遺跡の資料に出会います。
　その後、昭和 36 年には石川考古学研究会会員とし
て合同調査に参加しています。石川県における弥生
時代研究の礎を築かれました。

上野与一氏が後藤長平氏から石器出土の話を聞いて八日市地方
遺跡を試掘したのは、いまだ 17 歳の時です。そして、当遺跡が
論文として紹介されたのはその翌年、上野氏が松任農学校在学
中農科一種 4 年の時になります。卒業後は、高校教師として南
加賀を中心とした高校地歴クラブで、活発な調査活動に従事し
ました。

      5    4

　

遺
跡
の
発
見
は
、
昭
和
五
年
一
月
、
八
日
市
地
方
通
称
苗な

わ

代し
ろ

割わ
り

の
水
田
で
、
地
主
後ご

藤と
う

長ち
ょ
う

兵べ
い

衛
氏
が
二
個
の
石
器
を
採
集
し

た
こ
と
が
発
端
と
な
り
ま
す
。
そ
の
後
、
昭
和
十
二
年
に
は
上

野
与
一
氏
、
十
三
年
に
は
後
藤
長
兵
衛
氏
の
ご
子
息
後ご

藤と
う

長ち
ょ
う

平べ
い

氏
に
よ
る
戦
前
の
小
規
模
な
試
掘
調
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

本
格
的
な
発
掘
調
査
は
戦
後
に
入
っ
て
か
ら
で
、
当
時
、
昭

和
二
二
年
に
は
、
静
岡
県
登と

呂ろ

遺
跡
の
第
一
次
発
掘
調
査
が
は

じ
ま
り
、
全
国
的
な
話
題
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

昭
和
二
四
年
十
一
月
、
戦
地
か
ら
帰
還
し
た
上う

え

野の

与よ

一い
ち

氏
の

指
導
の
下
、
小
松
高
校
が
発
掘
調
査
を
実
施
し
ま
す
。
発
足
し

た
ば
か
り
の
石
川
考
古
学
研
究
会
で
八
日
市
地
方
遺
跡
出
土
の

土
器
に
つ
い
て
意
見
交
換
さ
れ
る
も
の
の
、
結
論
は
で
な
か
っ

た
よ
う
で
す
。

　

昭
和
二
五
年
二
月
、
石
川
考
古
学
研
究
会
を
牽
引
す
る
高た

か

堀ほ
り

勝か
つ

喜き

氏
が
東
京
に
出
向
く
機
会
が
訪
れ
ま
す
。
高
堀
氏
は
後
藤

長
平
氏
か
ら
託
さ
れ
た
八
日
市
地
方
遺
跡
の
土
器
に
つ
い
て
、

登
呂
遺
跡
の
調
査
に
携
わ
っ
た
明
治
大
学
の
杉す

ぎ

原は
ら

荘そ
う

介す
け

氏
に
指

導
を
仰
ぎ
ま
す
。　

　

こ
れ
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
昭
和
二
五
年
九
月
十
七
〜
十
九

日
に
か
け
て
、
杉
原
氏
の
指
導
の
下
、
小
松
市
教
育
委
員
会
、

石
川
考
古
学
研
究
会
、
明
治
大
学
に
よ
る
合
同
の
学
術
調
査
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

昭
和
三
六
年
三
月
二
四
、二
五
日
、
遺
跡
周
辺
一
帯
の
宅
地

　

「
小
松
式
土
器
」
の
名
称
は
、
昭
和
二
五
年
の
学
術
調
査
を

契
機
と
し
ま
す
。
八
日
市
地
方
遺
跡
で
発
見
さ
れ
た
資
料
は
、

昭
和
二
七
年
、
杉
原
荘
介
氏
に
よ
り
第
10
回
日
本
考
古
学
協
会

総
会
で
「
加
賀
・
小
松
出
土
の
弥
生
土
器
に
つ
い
て
」
と
題
し

て
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
以
後
、
北
陸
に
お
け
る
櫛く

し

目め

文
土
器
は
、
八
日
市
地
方

遺
跡
出
土
資
料
を
基
準
資
料
と
し
な
が
ら
「
小
松
式
土
器
」
と

称
さ
れ
、
弥
生
時
代
後
期
初
頭
に
位
置
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

化
が
進
む
中
、
後
藤
長
平
氏
の
呼
び
か
け
で
、
石
川
考
古
学
研

究
会
に
よ
る
発
掘
調
査
が
再
び
実
施
さ
れ
ま
す
。
わ
ず
か
二
日

間
の
調
査
で
し
た
が
、
出
土
品
は
パ
ン
ケ
ー
ス
一
杯
ほ
ど
の
土

器
片
が
出
土
し
、
八
日
市
地
方
遺
跡
と
「
小
松
式
土
器
」
の
実

態
解
明
へ
と
少
し
ず
つ
進
み
ま
す
。

　

昭
和
三
六
年
の
発
掘
調
査
に
参
加
し
た
橋
本
澄
夫
氏
は
、
弥

生
時
代
の
遺
跡
で
あ
る
次す

場ば

遺
跡
（
上
層
）
や
猫ね

こ

橋は
し

遺
跡
の
資

料
が
加
わ
る
な
か
で
、
県
下
資
料
の
再
評
価
を
行
い
ま
す
。
昭

和
三
九
年
に
発
行
さ
れ
た
『
石
川
考
古
』
25
号
に
お
い
て
「
小

松
式
」が
弥
生
時
代
中
期
後
半
に
さ
か
の
ぼ
る
可
能
性
を
説
き
、

八
日
市
地
方
遺
跡
の
資
料
は
、
畿
内
様
式
よ
り
む
し
ろ
、
伊
勢

湾
岸
地
域
と
の
系
統
が
評
価
さ
れ
る
と
し
た
。
さ
ら
に
、
櫛
目

（
櫛
描
）
文
に
よ
っ
て
装
飾
さ
れ
た
土
器
が
す
べ
て
小
松
式
土

器
と
呼
ば
れ
る
べ
き
で
は
な
く
、櫛
描
文
土
器
を
三
区
分
し「
小

松
式
」
は
北
陸
に
お
け
る
櫛
描
文
の
最
も
盛
行
し
た
土
器
型
式

と
評
価
し
ま
し
た
。
以
後
、「
小
松
式
」
は
北
陸
に
お
け
る
弥

生
時
代
中
期
の
櫛
描
文
土
器
の
標
識
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
に
入
り
、
増
山
仁
氏
は
北
陸
三
県
の
資
料
増
加
と
と
も

に
八
日
市
地
方
遺
跡
の
再
検
討
を
行
い
、「
小
松
式
」
を
細
分

化
し
ま
し
た
。そ
し
て
、小
松
市
が
実
施
し
た
発
掘
調
査
に
よ
っ

て
、
膨
大
な
資
料
が
得
ら
れ
こ
と
で
、
小
松
式
土
器
の
成
立
過

程
が
検
証
可
能
と
な
り
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

昭
和
に
お
け
る
遺
跡
発
見
か
ら
調
査
ま
で

「
小
松
式
土
器
」
の
提
唱

　　　　　　　　　　　後藤長平氏からの寄贈資料
　土器には、昭和 13年古三味や小松市八日市地方の記載がみられる

　　　　　　　昭和 36 年時の発掘調査状況　橋本澄夫氏所蔵写真（石川県立歴史博物館提供）

　調査に参加した石川考古学研究会員の橋本澄夫氏は、当時の調査を次のとおり紹介している。
　「調査は雪解けの時期であり、長靴も水に浸かるほどの深田でしたから、柄杓とバケツでの排水に汗をかいたのが　
　印象深かった発掘でした」　（フォーラム「北陸における弥生都市－小松市八日市地方遺跡を検証する－」2003　より引用）

弥
生
時
代
後
期
か
ら
中
期
の
標
識
資
料
へ



手
取
川

梯
川

犀
川

石川県

八日市地方

今江潟

木場潟

柴山潟

梯川

月津台地

八日市地方遺跡
園町遺跡

東部台地

前川

1 段階・・縄文時代中期に形成された砂州を切る谷が八日市地方 1期までに形成される。

2段階・・八日市 2・3期の洪水の後、八日市地方 4期には流れがかわることで弥生前期
　　　　  に侵食した箇所のくぼ地を貯木場 ( 八日市地方 4~6 期段階 ) として利用

3段階・・八日市地方 7.8 期から埋まりはじめながら、幅は縮小して後期前半には埋まり、
　　　　  湿地林及び湿地植物が顕著になる

（集積部分）
貯木利用

B

２段階（集落誕生期）

B’B

中州

本流の流れ

（旧流路）
  貯木利用

3 段階 ( 集落縮小期 )

（旧流路）
  貯木利用

本流の流れ

1段階（集落誕生以前）

本流の流れ

弥生前期の川底のライン

縄文後期の包含層

弥生前期遠賀川式土器の出土層

0ｍ

1ｍ

-1ｍ

木1・2期
3～5期 6～8期 9・10期

弥生後期以降

6期の川底

26 地区埋積浅谷 Bライン土層断面と埋積浅谷の変遷
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小
松
市
の
地
形
は
、東
か
ら
山
地
、丘
陵
地
（
能
美
丘
陵
）、

台
地
（
東
部
台
地
、月
津
台
地
）、低
地
（
沖
積
低
地
・
沿
岸
洲
・

砂
丘
）
に
区
分
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
低
地
に
は
、
海
岸
と
平
行
な
北
東

－

南
西
方
向
に
発

達
す
る
三
列
の
砂
の
高
ま
り
（
内
陸
側
よ
り
沿
岸
洲
Ⅰ
、
沿

岸
洲
Ⅱ
、
沿
岸
洲
Ⅲ
）
が
分
布
し
て
い
ま
す
。
縄
文
時
代
の

温
暖
な
時
期
に
は
低
地
の
大
部
分
は
海
域
で
、
そ
の
海
域
の

変
化
に
応
じ
て
砂
の
高
ま
り
が
形
成
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
沿
岸
州
Ⅰ
は
、
近
年
の
地
形
の
成
り
立
ち
解
明
調

査
成
果
か
ら
、
約
七
〇
〇
〇
年
前
に
形
成
を
開
始
し
、
約

五
三
〇
〇
年
前
に
は
終
了
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
ま

し
た
。
結
果
、
こ
の
頃
に
加
賀
三
湖
の
原
形
が
で
き
た
こ

と
に
な
り
ま
す
。
沿
岸
洲
Ⅱ
の
形
成
は
、
沿
岸
洲
Ⅰ
の
形

成
直
後
、
沿
岸
洲
Ⅲ
は
、
沿
岸
洲
Ⅰ
、
Ⅱ
の
形
成
後
、
約

三
〇
〇
〇
年
が
経
過
し
た
弥
生
時
代
以
降
に
形
成
し
た
可
能

性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

八
日
市
地
方
遺
跡
は
、
小
松
市
街
地
を
の
せ
る
南
北
に
細

長
い
沿
岸
洲
Ⅰ
の
東
縁
に
位
置
し
、
東
に
梯
川
の
沖
積
低
地

を
、
南
に
木
場
潟
の
埋
積
低
地
を
望
み
ま
す
。
遺
跡
の
中
央

に
は
、
小
高
い
沿
岸
洲
を
横
断
す
る
か
た
ち
で
、
北
東
か
ら

南
西
方
向
に
流
れ
る
旧
河
道
（
埋ま

い

積せ
き

浅せ
ん

谷こ
く

）
が
あ
り
、
旧
今い

ま

江え

潟
あ
る
い
は
蛇
行
す
る
梯

か
け
は
し

川が
わ

や
前
川
な
ど
の
河
道
を
介
し

な
が
ら
、
日
本
海
に
通
じ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。
遺
跡
は
、

周
囲
に
水
田
稲
作
に
適
し
た
肥
沃
な
低
地
を
ひ
か
え
、
海
上

交
通
に
至
便
な
地
を
選
地
し
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

遺
跡
の
中
央
を
流
れ
る
旧
河
道
（
埋
積
浅
谷
）
は
、
今
か

ら
二
五
〇
〇
年
前
の
縄
文
時
代
晩
期
末
頃
に
は
形
成
さ
れ
た

よ
う
で
す
。
弥
生
時
代
の
到
来
を
つ
げ
る
遠お

ん

賀が

川が
わ

式し
き

土ど

器き

が

出
土
し
た
浅
谷
最
下
層
時
の
環
境
は
、花
粉
分
析
に
よ
る
と
、

河
辺
に
は
ハ
ン
ノ
キ
や
ト
チ
ノ
キ
な
ど
河
辺
林
、
周
辺
に
は

ナ
ラ
林
や
ス
ギ
林
を
主
と
し
て
カ
シ
林
も
分
布
し
て
お
り
、

一
帯
に
は
森
林
が
拡
が
っ
て
い
た
と
推
定
さ
れ
ま
す
。　

　

こ
の
時
期
の
遺
構
は
、
浅
谷
肩
部
で
ド
ン
グ
リ
の
貯
蔵
穴

が
複
数
み
ら
れ
ま
す
が
、
建
物
痕
跡
等
は
み
つ
か
っ
て
い
ま

せ
ん
。
お
そ
ら
く
居
住
域
は
別
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

本
格
的
な
稲
作
社
会
の
到
来
を
告
げ
る
環か

ん

濠ご
う

集
落
と
し

て
、
今
か
ら
二
四
〇
〇
年
前
に
八
日
市
地
方
遺
跡
は
誕
生
し

ま
す
。
西
方
か
ら
日
本
海
ル
ー
ト
で
櫛く

し

描が
き

文も
ん

土
器
が
波
及
す

る
弥
生
時
代
中
期
の
初
め
頃
に
な
り
ま
す
。
花
粉
分
析
か
ら

は
、
ナ
ラ
林
や
ハ
ン
ノ
キ
林
は
減
少
し
、
イ
ネ
科
の
植
物
が

増
加
す
る
こ
と
か
ら
、
縄
文
時
代
に
拡
が
っ
て
い
た
森
林
は

切
り
開
か
れ
、
こ
の
地
に
人
々
が
集
い
、
周
囲
に
は
水
田
が

拡
が
り
は
じ
め
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

な
ど
草
本
類
が
増
加
し
、
寄
生
虫
の
卵
が
増
加
す
る
こ
と
か

ら
も
集
落
域
の
拡
大
と
人
口
増
加
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

河
道
の
流
れ
は
変
化
し
、
環
濠
が
再
掘
削
さ
れ
て
居
住
域

は
拡
大
し
、
両
岸
に
環
濠
に
区
切
ら
れ
た
居
住
域
が
複
数
ヵ

所
み
ら
れ
ま
す
。
居
住
域
に
は
建
物
跡
や
井
戸
跡
、
土
坑
、

無
数
の
穴
が
み
ら
れ
ま
す
。
埋
積
浅
谷
の
土
壌
か
ら
は
、
乾

燥
を
好
み
人
里
植
物
の
性
格
を
も
つ
ヨ
モ
ギ
属
や
ア
カ
ザ
科

　

集
落
が
縮
小
期
を
迎
え
る
紀
元
前
一
〇
七
年
頃
に
は
、
ス

ギ
属
の
花
粉
が
最
も
目
立
つ
こ
と
か
ら
、
遺
跡
周
辺
か
ら
丘

陵
地
に
か
け
て
ス
ギ
林
が
拡
が
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。
埋
積

浅
谷
肩
部
に
は
ヒ
シ
や
ト
チ
の
貯
蔵
穴
や
、
シ
ジ
ミ
貝
を
主

体
と
す
る
貝
の
溜
ま
り
場
が
み
ら
れ
、
集
落
を
外
周
す
る
環

濠
以
外
は
埋
ま
り
は
じ
め
ま
す
。
前
時
期
に
大
き
く
拡
大
し

た
集
落
域
は
、
居
住
域
は
次
第
に
墓
域
化
し
、
急
速
に
縮
小

か
ら
解
体
へ
と
向
か
い
ま
す
。

　

こ
れ
以
後
、
浅
谷
は
ほ
と
ん
ど
埋
ま
り
、
遺
跡
は
空
白
時

期
を
迎
え
ま
す
。
同
時
に
小
規
模
な
集
落
が
梯
川
や
そ
の
支

流
へ
と
拡
が
り
始
め
ま
す
。　

　

弥
生
時
代
後
期
に
入
る
と
、
遺
跡
内
に
建
物
等
の
痕
跡
は

み
ら
れ
ま
せ
ん
が
、
埋
積
浅
谷
肩
部
に
は
、
ほ
ぼ
完
形
の
土

器
群
が
一
か
所
か
ら
ま
と
ま
っ
て
出
土
し
ま
し
た
。
壺
形
土

器
や

形
土
器
の
底
部
に
は
、
焼
成
後
の
穿
孔
が
み
ら
れ
た

り
、
高
杯
脚
部
が
欠
す
る
こ
と
か
ら
も
、
非
日
常
的
な
行
為

の
結
果
、
遺
棄
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
の
後
、

弥
生
時
代
終
末
に
は
、
埋
積
浅
谷
付
近
は
ハ
ン
ノ
キ
を
主
と

す
る
湿
地
林
が
拡
が
っ
た
よ
う
で
す
。

　

古
墳
時
代
以
降
は
埋
積
浅
谷
だ
っ
た
場
所
は
、
ヨ
シ
や
ア

シ
が
繁
茂
す
る
湿
原
と
な
り
、
再
び
人
々
が
集
う
地
に
な
る

の
は
、
室
町
時
代
以
降
に
な
り
ま
す
。

遺
跡
の
立
地
と
環
境

　　　　　　　　小松市周辺の地形分類図
（令和元年度シンポ「北前船寄港地2500年の記憶」小岩直人報告より）　　

小松市の位置

集
落
誕
生
以
前

浅谷最下層及出土状況と遠賀川式土器浅谷がほぼ埋まった頃の弥生時代後期前半期の土器群

集
落
誕
生
期
の
環
境

　園町遺跡の基盤層となる砂層からみつかった木片は、ケヤキ、
コナラ節等がみられます。資料の放射性炭素年代は約 5300 年前
前後に集中していたころから、その頃には沿岸洲Ⅰの形成は終了
し、落葉広葉樹林が拡がりはじめたと推測されます。

環
濠
集
落
解
体
後

遺跡全体図

左岸居住域1左岸居住域1

右岸居住域1右岸居住域1

左岸居住域3左岸居住域3

右岸居住域2右岸居住域2

左岸
居住域2
左岸
居住域2

　

埋積浅谷（旧河道）
濃色部は5～6期の推定河道

調査完了区

墓域 居住域旧河道

凡例

遺跡推定範囲 環濠 方形周溝墓

環01 環02
環03A･B

環04

環05

環06
環07

環08

環09

環10
環11

環12
環13
環14

環15

26 地区

集
落
発
展
期
の
環
境

集
落
縮
小
期
の
環
境



26 地区

26 地区13 地区 12 地区

13 地区 ( 環濠 02)
11 地区
( 環濠周辺 )

2 地区 Ⅲ次

16地区
( 環濠 04)

26 地区 13 地区 12 地区

県調査区

集落Ⅰ期　
　居住域は埋積浅谷の両岸、右岸居住域１と

左岸居住域１に展開します。集落規模は小さ

く、木器生産を示す未成品、切断材、割材等

の出土は、26 地区一か所に限られます。玉生

産場は、木器生産場の南側外縁部に、環濠 01

に沿う形に分布しています。

集落Ⅱ期　
　集落最大の拡大期にあたります。環濠は再掘

削され、居住域は浅谷左岸域で三か所、右岸

域では二か所と複数みられます。方形周溝墓

を主体とする墓域は、複数の居住域を取り囲

むようにみられます。また、生産量や内容に

は差がみられる木器生産や玉生産場も複数ヵ

所にひろがります。

集落Ⅲ期　
　Ⅱ期と比べ、居住域は、東から西へと縮小

していきます。右岸居住域１を囲む環濠は埋

まりますが、左岸居住域１・２を囲む環濠 04

と左岸域居住域３を囲む環濠 09 は、機能して

いたようです。左岸居住域３は、浅谷に向かい、

以前居住域であった場所は次第に墓域へと変

化します。

2014 年までの調査成果で作成しています。
西暦の区分は、AMS（放射性炭素年代測定法）、年輪（年輪年代測定法）、酸素（酸素同位体比年輪年代法）
を示します。八日市地方遺跡出土資料から得られた成果になります。詳細は P28 参照。
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平
成
に
入
り
、
小
松
市
と
石
川
県
に
よ
り
実

施
し
た
発
掘
調
査
面
積
は
計
五
ha
に
お
よ
び
ま

す
。
そ
れ
ら
の
成
果
か
ら
、
遺
跡
は
埋ま
い

積せ
き

浅せ
ん

谷こ
く

を
中
央
に
両
岸
に
展
開
し
、
遺
跡
推
定
範
囲
は

約
十
八
ha
、
東
西
四
六
〇
ｍ
、
南
北
四
三
〇
ｍ

に
拡
が
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
集
落
は
、

左
岸
・
右
岸
居
住
域
１
の
基
礎
集
団
を
核
と
し

て
、
時
期
を
経
て
浅
谷
両
岸
を
東
へ
と
居
住
域

を
拡
大
し
、集
落
Ⅱ
期
（
小
松
式
土
器
成
立
期
）

に
は
大
集
落
を
形
成
し
て
い
ま
す
。
複
数
み
ら

れ
る
居
住
域
の
外
縁
に
は
環
濠
が
め
ぐ
り
、
そ

の
周
囲
に
は
方
形
周
溝
墓
群
が
拡
が
り
ま
す
。

集
落
内
の
居
住
域
を
環
濠
が
区
切
っ
て
い
る
よ

う
す
か
ら
、
八
日
市
地
方
遺
跡
は
、
基
礎
集
団

の
複
合
体
で
形
成
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。

ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
小
松
市
南
部
の
那な

谷た

・
菩ぼ

提だ
い

・
滝た

き

ケが

原は
ら

一
帯
か
ら
産
出
す
る
碧
玉
の
管
玉

生
産
も
小
規
模
な
が
ら
行
わ
れ
た
よ
う
で
す
。

　
【
集
落
Ⅱ
期
】　

条
痕
文
土
器
と
櫛
描
文
土
器

が
融
合
し
、新
た
に
北
陸
独
自
の
櫛く

し

目め

文も
ん

土
器
・

小
松
式
土
器
が
誕
生
し
ま
す
。

　

木
器
生
産
は
、
埋
積
浅
谷
肩
部
と
環
濠
横
に

掘
り
込
ん
だ
落
ち
込
み
を
貯
木
場
と
、
生
産
場

は
複
数
ヵ
所
に
ひ
ろ
が
り
ま
す
。
し
か
し
、
容

器
や
食
事
具
の
製
作
は
、
埋
積
浅
谷
肩
部
に
限

ら
れ
る
よ
う
で
各
所
の
生
産
内
容
に
は
差
が
み

ら
れ
ま
す
。

　

玉
生
産
も
複
数
ヵ
所
に
製
作
場
は
み
ら
れ
ま

す
が
、
左
岸
居
住
域
３
が
ヒ
ス
イ
製
勾
玉
生
産

及
び
碧
玉
製
管
玉
と
も
に
突
出
し
、
管
玉
穿
孔

具
（
石せ

き

針し
ん

）
も
集
中
し
て
み
ら
れ
ま
す
。　
　
　

　
【
集
落
Ⅲ
期
】　

西
方
か
ら
凹お

う

線せ
ん

文も
ん

土
器
が
波

及
し
、在
来
の
土
器
に
も
影
響
が
現
れ
は
じ
め
、

櫛
描
文
様
を
施
す
土
器
は
減
少
し
ま
す
。

　

木
器
生
産
場
は
、
再
び
埋
積
浅
谷
肩
部
や
そ

の
周
囲
の
貯
木
土
坑
に
限
定
さ
れ
、
左
岸
居
住

域
１
・
２
内
に
収
ま
り
ま
す
。
玉
生
産
場
は
、

木
器
生
産
場
の
南
側
に
複
数
箇
所
み
ら
れ
ま
す

が
、
規
模
と
と
も
に
生
産
量
も
減
少
し
ま
す
。

環濠 01
左岸居住域 1

右岸居住域 1

環濠 04

環濠 09

左岸居住域 3

　

【
集
落
Ⅰ
期
】　

地
元
の
条

じ
ょ
う

痕こ
ん

文も
ん

土
器
と
近
畿

北
部
の
影
響
を
受
け
た
櫛く

し

描が
き

文も
ん

土
器
が
共
伴
し

ま
す
。

　

木
器
生
産
は
、
埋
積
浅
谷
肩
部
の
く
ぼ
地
を

利
用
し
て
盛
ん
に
行
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
埋
積

浅
谷
か
ら
も
碧
玉
製
管
玉
の
製
作
工
程
品
が
み

左岸居住域 3

右岸居住域 1

右岸居住域 1

左岸居住域 1・2

左岸居住域 1

＊

八日市地方遺跡の集落変遷 (S=1/3,500)

集
落
の
構
造

春 

秋

戦 

国 

秦

前 

漢

新
後 

漢

中国
大陸

朝鮮
半島

原 

三 

国

衛 

氏 

朝 

鮮

古 

朝 

鮮

時代区分

縄文晩期

弥生前期

弥生
中期前葉

弥生
中期中葉

弥生
中期後葉

弥生後期

八日市地方 大和
編年

西暦
AMS 年輪

八日市地方
遺跡の変遷

中国・朝鮮半島
の動向

日本列島
の動向

０

１

２

３

４

５

６

７

８

９

10

-550

-400

-350

-300

-283+

-250+
-220+

-136

-200

-100
-40

80

西日本に水稲
耕作が拡散

AD.57 奴国王
が後漢に使い
（金印賜与）

BC.108 前漢が朝鮮
半島に四郡を設置

BC.221 秦の始皇帝
が中国統一

BC.202 高祖 ( 劉邦 )
が漢王朝を興す

AD.25 光武帝即位
（後漢のはじまり）

BC.195 衛氏朝鮮の
成立

BC.403 三晋の成立
（趙、魏、韓）

金属器使用の
開始

BC.312 ～ 279
燕の東方進出

東日本で広域
な社会変動

鉄器生産の
開始

集落 土器 酸素

-139+
-107+
-97+

-250+

★埋積浅谷より、遠賀川式土器出土。

砂層中に縄文後期包含層

埋積浅谷より遺物散見。

クヌギ・アベマキ等（ドングリ）の貯蔵穴。

★環濠掘削開始。環濠集落の成立。
埋積浅谷肩部に木器貯蔵開始。

環濠再掘削。
居住域拡大。

管玉生産開始。

★居住域縮小。

★集落廃絶。

★埋積浅谷がほぼ埋まった後、
一時的土器祭祀。

八日市地方遺跡の最盛期

★

環濠再掘削。★

埋積浅谷肩部に
貝層・貯蔵穴(ヒシ・トチ等)

八日市地方遺跡の関連年表

集
落
の
構
造

土
器
の
特
徴
と
生
業
の
様
子
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遺
跡
の
中
央
を
北
東
か
ら
南
西
に
流
れ
る
埋ま

い

積せ
き

浅せ
ん

谷こ
く

（
旧

河
道
）
は
、
全
体
幅
は
最
大
で
60
ｍ
を
越
え
ま
す
が
、
実
際

に
は
そ
の
内
部
で
何
度
か
流
れ
を
変
え
て
蛇
行
し
た
複
数
の

流
路
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
環か

ん

濠ご
う

集
落
形
成
以
前
で
あ
る

弥
生
時
代
前
期
段
階
で
は
、
水
流
は
強
く
、
砂
層
の
堆
積
と

侵
食
が
繰
り
返
し
て
い
た
よ
う
で
す
が
、
環
濠
集
落
形
成
以

後
は
穏
や
か
な
流
れ
で
、
人
々
に
と
っ
て
利
用
し
や
す
い
環

境
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
浅
谷
埋
土
に
は
、
泥
炭
層
に

砂
層
を
挟
む
こ
と
か
ら
、
河
川
増
水
が
幾
度
か
あ
り
、
流
路

は
変
化
し
た
の
で
し
ょ
う
。
い
く
つ
も
の
く
ぼ
地
が
み
つ

か
っ
て
い
ま
す
（
P7
参
照
）。

　

ま
た
、
浅
谷
は
水
利
を
活
か
し
た
舟
に
よ
る
物
資
の
運
搬

以
外
に
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
痕
跡
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
り

ま
し
た
。
く
ぼ
地
を
利
用
し
て
製
作
途
中
の
木
器
の
水
付
け

貯
蔵
を
行
っ
た
り
、
祭
祀
行
為
や
廃
棄
場
と
し
て
も
利
用
さ

れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
浅
谷
肩
部
か

ら
は
、
ヒ
シ
や
ト
チ
、
ド
ン
グ
リ
な
ど
の
水
漬
け
貯
蔵
穴
や
、

人
為
的
に
割
り
剥
が
さ
れ
た
ト
チ
皮
、
貝
、
獣
骨
、
コ
イ
科

の
え
ら
蓋
が
み
つ
か
り
ま
し
た
。

　

弥
生
時
代
中
期
後
葉
に
は
、水
位
が
上
昇
し
て
い
く
中
で
、

水
流
も
弱
ま
り
ま
す
。
環
濠
集
落
解
体
後
の
弥
生
時
代
後
期

以
降
は
沼
沢
地
化
し
、
ア
シ
や
ヨ
シ
が
繁
茂
し
ま
す
。

　

昭
和
期
に
は
水
田
や
蓮
田
と
し
て
利
用
さ
れ
ま
し
た
。

埋
積
浅
谷
の
調
査

浅谷右岸域の調査
（石川県）

浅谷左岸域の調査
（小松市）

浅谷左岸域埋積浅谷の検出状況
室町時代以降の堆積土を除去し、発掘調査を開始した頃の状況です。

埋積浅谷のくぼ地を利用した貯木場
　コナラ節の木で囲った貯木場（集落Ⅰ期段階）です。割材や、容器、
農耕具、工具、弓などの未成品が数多くみつかっています。

貯木場の土層断面
　下層からは加工途中の木製品、上、中層では
板材や棒材、鳥形木製品や木偶などの祭祀具が
たくさんみつかりました。
　深さは最大で 1.2 ｍを測ります。

ドングリ（クヌギかアベマキ）貯蔵穴 貝層検出状況

鋳
ちゅう

造
ぞう

鉄
てっ ぷ

の柄 鳥形土器 弥生時代前期の壺形土器

かご付土器

把
つか

付
つき

磨
ま

製
せい

石
せっ

剣
けん

木製容器未成品

柄付き鉄製 鉇
やりがんな

かご

木製農具検出状況

クジラの骨
こっ

端
たん

板
いた

管玉と勾玉

石川県埋蔵文化財センター提供

貝層検出状況
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浅
谷
の
両
岸
に
拡
が
る
居
住
域
か
ら
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

活
動
の
痕
跡
（
遺
構
）
が
密
集
し
て
発
見
さ
れ
ま
し
た
。　

　

領
域
を
区
画
し
た
り
防
御
や
給
排
水
の
機
能
を
も
っ
て

い
た
と
思
わ
れ
る
環か

ん

濠ご
う

や
、
廃
棄
や
貯
蔵
用
の
土
坑
、
井

戸
、
平
地
式
建
物
、
倉
庫
、
柵
列
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
住
居
や
環
濠
の
近
く
に
は
、
碧
玉
製
の
管
玉
製

作
や
ヒ
ス
イ
製
の
勾
玉
製
作
に
関
わ
る
資
料
が
大
量
に
み

つ
か
っ
て
い
ま
す
。

　

墓
域
は
、
居
住
域
を
囲
む
環
濠
の
外
縁
部
に
つ
く
ら
れ
て

い
ま
す
。
発
見
さ
れ
た
お
墓
の
種
類
は
、
土ど

壙こ
う

墓ぼ

、
木も

っ

棺か
ん

墓ぼ

、
方ほ

う

形け
い

周し
ゅ
う

溝こ
う

墓ぼ

が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
現
在
、
小
松
市
と
石

川
県
の
両
調
査
を
含
め
る
と
百
基
以
上
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

小
松
市
の
発
掘
調
査
成
果
で
は
、
集
落
Ⅰ
期
は
土
壙
墓
だ
け

で
方
形
周
溝
墓
は
集
落
Ⅱ
期
以
降
に
出
現
し
ま
す
が
、
石
川

県
の
最
新
成
果
か
ら
、
新
た
に
集
落
Ⅰ
期
併
行
の
方
形
周
溝

墓
が
あ
る
可
能
性
も
で
て
き
て
い
ま
す
。

　

埋ま
い

葬そ
う

施し

設せ
つ

は
、
遺
跡
全
体
が
後
世
の
削
平
を
受
け
て
い
る

こ
と
か
ら
、
確
認
で
き
た
の
は
ご
く
わ
ず
か
で
す
。
辛
う
じ

て
発
見
さ
れ
た
例
で
は
、
一
墳
丘
に
対
し
主
体
部
は
一
体
の

み
で
、
小こ

口ぐ
ち

を
深
く
掘
り
込
む
型
式
の
組
み
合
わ
せ
式
木
棺

を
利
用
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

ケヤキ樹皮で作られた井戸ケヤキ樹皮で作られた井戸

碧玉片検出状況碧玉片検出状況

掘立柱建物跡掘立柱建物跡

平地式建物跡平地式建物跡

土坑掘削状況土坑掘削状況

土器の検出状況土器の検出状況

環濠掘削状況環濠掘削状況

遺構が密集する居住域（右岸居住域１）石川県埋蔵文化財センター提供
複数の遺構が切り合い、足の踏み場のないほど密集していました。

遺構が密集する居住域（左岸居住域１）
　環濠の調査では多くのアゼを設けて、その断面で地層を観察します。
　深さは、おおよそ１ｍ前後で形状は逆台形状です。半分ほど砂で埋まっ　　
た後に、膨大な土器、石器、木器が遺棄されていました。

主体部木棺小口検出状況
木口を深く掘りこむタイプ

主体部内管玉検出状況拡大主体部内管玉検出状況拡大

左岸居住域３に隣接する墓域
　集落Ⅱ期には、周溝の四隅がきれる形状をもつ方形周溝墓がつく
られました。集落Ⅲ期にはいると、前時期の墓の 間を埋めるように、
大小格差のあるお墓がつくられています。

左岸居住域１に隣接する墓域
　造墓開始期である集落Ⅱ期では、環濠の流れに沿い、方形周溝墓
はつくられましたが、集落Ⅲ期には環濠を埋めて、前時期の墓の
間を埋めるようにつくられています。

右岸居住域１に隣接する墓域
　墳丘規模が 15ｍを超える大型のものから、4ｍほど
の小型のものがみつかりました。

石川県埋蔵文化財センター提供

居
住
域
の
調
査

墓
域
の
調
査

木口

管玉が検出した方形周溝墓



ヒスイ

碧玉

紅簾石片岩（石鋸の素材）

安山岩（石針の素材）

ヒスイの流通

碧玉の流通

女代南Ｂ遺物群碧玉の分布
（那谷・菩提・滝ケ原系碧玉）

めしろ   みなみ

よう  か   いち   じ  かた

鳥取県
あお  や  かみ  じ     ち

八日市地方遺跡

青谷上寺地遺跡

こうれんせきへんがん

あんざんがん

佐賀県
う　き    くん でん  

宇木汲田遺跡
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八
日
市
地
方
遺
跡
で
は
、
緑
の
石
、
碧
玉
を
原
料
に
管

玉
の
製
作
が
盛
ん
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
出
土
し
た
碧
玉
の

総
重
量
は
、
小
松
市
の
調
査
分
で
約
五
五
〇
㎏
に
達
し
、

石
川
県
の
調
査
分
も
含
め
る
と
さ
ら
に
増
加
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
碧
玉
は
、
遺
跡
か
ら
12
㎞
離
れ
た

小
松
市
か
ら
加
賀
市
に
か
け
て
の
鞍く

ら

掛か
け

山や
ま

周
辺
（
那な

谷た

・

菩ぼ

提だ
い

・
滝た

き

ヶが

原は
ら

）
を
中
心
に
採
取
さ
れ
る
も
の
が
利
用
さ

れ
た
よ
う
で
す
。

　

製
作
さ
れ
る
管
玉
は
、
大
小
さ
ま
ざ
ま
な
規
格
が
あ
り

ま
す
が
、
直
径
約
２
㎜
の
円
筒
形
で
穴
は
直
径
約
１
㎜
と

極
小
の
も
の
が
も
っ
と
も
多
く
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の

穴
は
、
黒
色
安
山
岩
で
作
っ
た
細
い
棒
の
よ
う
な
も
の
で

あ
け
ま
す
が
、
あ
ま
り
に
細
い
こ
と
か
ら
「
石せ

き

針し
ん

」
と
呼

ば
れ
ま
す
。
石
針
の
材
料
と
な
る
黒
色
安
山
岩
は
、
大
阪

府
の
二
上
山
や
香
川
県
金
山
産
の
サ
ヌ
カ
イ
ト
、
鳥
取
県

馬
山
産
な
ど
、
他
地
域
で
産
出
す
る
石
材
を
使
用
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
原
石
を
割
る
と
き
に
、
碧
玉
に
溝
を
擦す

り

切
っ
て
四
角
く
割
れ
る
よ
う
に
工
夫
し
て
い
ま
す
が
、
こ

の
時
に
使
う
石
材
は
「
紅こ

う
れ
ん

石せ
き

片へ
ん

岩が
ん

」
と
い
い
、
紀
伊
半

島
か
ら
四
国
地
方
の
地
域
で
採
取
さ
れ
る
も
の
を
使
用
し

て
い
ま
す
。

　

八
日
市
地
方
遺
跡
で
出
土
す
る
勾
玉
は
、
糸
魚
川
産
の

ヒ
ス
イ
で
つ
く
ら
れ
る
も
の
と
、
少
量
で
す
が
、
在
来
の

砥
石
の
石
材
と
し
て
使
用
す
る
凝

ぎ
ょ
う

灰か
い

岩が
ん

質し
つ

砂さ

岩が
ん

で
つ
く
ら

れ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
ヒ
ス
イ
製
の
勾
玉
は
小
型
で
半

抉
形
を
し
て
お
り
、
製
作
方
法
は
石
に
溝
を
擦
り
切
り
割

り
な
が
ら
、
目
的
の
大
き
さ
に
仕
上
げ
て
い
き
ま
す
。

　

凝
灰
岩
質
砂
岩
製
の
勾
玉
は
、
ほ
と
ん
ど
の
も
の
は
大

型
品
で
す
。
な
か
に
は
、
北
部
九
州
で
出
土
す
る
大
型
の

ヒ
ス
イ
製
勾
玉
の
形
状
と
酷
似
し
た
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

近
年
、
藁わ

ら

科し
な

哲て
つ

男お

氏
に
よ
る
碧
玉
製
管
玉
の
蛍
光
Ｘ
線

分
析
の
成
果
や
、
管
玉
の
製
作
技
法
と
形
状
の
研
究
が
進

み
、
弥
生
時
代
の
管
玉
の
流
通
に
つ
い
て
の
概
要
が
明
ら

か
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
も
っ
と
も
注
目
す
べ
き
成
果
と

し
て
、
鳥
取
県
青あ

お

谷や

上か
み

寺じ

地ち

遺
跡
か
ら
出
土
し
た
碧
玉
素

材
に
小
松
市
産
の
石
材
が
み
ら
れ
る
こ
と
、
そ
し
て
弥
生

時
代
に
日
本
全
国
に
も
っ
と
も
流
通
し
た
産
地
不
明
の

「
女め

代し
ろ

南み
な
み

Ｂ
群
」
と
分
類
さ
れ
て
い
る
も
の
が
、
小
松
市

産
石
材
の
可
能
性
が
高
ま
っ
て
き
て
い
る
こ
と
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
成
果
か
ら
、
八
日
市
地
方
遺
跡
で
つ
く
ら
れ

た
碧
玉
製
管
玉
や
小
松
市
産
の
碧
玉
石
材
が
、
西
日
本
一

帯
に
広
く
流
通
し
、
北
部
九
州
の
お
墓
か
ら
出
土
す
る
管

玉
は
、
鳥
取
東
部
を
経
由
し
な
が
ら
北
部
九
州
へ
海
路
に

よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
石
川
県
の
調
査
で
は
、
ヒ
ス
イ
製
垂す

い

飾し
ょ
く

と
碧
玉

製
管
玉
が
連
な
っ
た
状
態
の
も
の
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

碧
玉
原
産
地
に
つ
い
て

管
玉
の
製
作
方
法

勾
玉
の
生
産

日
本
海
を
行
き
交
う
弥
生
の
宝
石

ヒスイ製勾玉の未成品と成品

石
せっ

鋸
きょ

（擦
す

り切り具）

石針の未成品と成品

日本海を行き交う弥生の宝石 石針の拡大写真

針
石
製
磨

面
断
玉
管

碧玉製管玉の製作工程

碧玉製管玉の製作工程品 碧玉原産地遺跡で
確認された碧玉の岩脈

方形周溝墓主体
部出土の管玉

碧玉の管玉とヒスイの垂
すい

飾
しょく

ヒスイ製勾玉の未成品・分割片

石川県埋蔵文化財センター提供

凝灰岩質砂岩製の
勾玉（形状は北部
九州のものと酷似）
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八
日
市
地
方
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
木
製
品
は
、
80
種

類
以
上
の
樹
種
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。
樹

木
の
種
類
は
、
通
常
、
樹
皮
や
葉
の
特
徴
か
ら
み
き
わ

め
ま
す
。
し
か
し
、
地
中
か
ら
発
見
さ
れ
た
木
製
品

は
、
長
い
年
月
の
間
に
変
色
や
劣
化
が
進
み
、
樹
皮
や

葉
が
残
っ
て
い
る
も
の
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
生
木
と
は

ま
っ
た
く
異
な
っ
た
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で

樹
種
を
調
べ
る
に
は
、
木
の
断
面
（
木
口
、
板
目
、
柾

目
）
か
ら
薄
い
切
片
を
採
取
し
て
プ
レ
パ
ラ
ー
ト
を
つ

く
り
、
木
の
組
織
や
構
造
分
布
、
配
列
の
違
い
な
ど
を

現
生
の
樹
木
の
細
胞
と
顕
微
鏡
で
比
較
す
る
こ
と
で
判

科名 属名 樹種名

スギ科 スギ属 スギ
ヒノキ
サワラ

ネズコ属 ネズコ
アスナロ

ヒノキアスナロ
ウラジロモミ
シラビソ
トドマツ
モミ

アカマツ
クロマツ

イチイ科 カヤ属 カヤ
イヌガヤ
ハイイヌガヤ

アケビ科 アケビ属 アケビ
イイギリ科 イイギリ属 イイギリ
ウコギ科 ウコギ属 ハリギリ

エゴノキ
ハクサンボク
チドリノキ
イタヤカエデ
イロハモミジ
ウリカエデ

ウリハダカエデ
クロビイタヤ
ヤマモミジ

アサダ属 アサダ

クマシデ属
イヌシデ節
アカシデ
イヌシデ

ハンノキ属 ハンノキ亜属
ハンノキ

キョウチクトウ科 テイカカズラ属 テイカカズラ
クスノキ科

クサギ属 クサギ
ムラサキシキブ
ヤブムラサキ

クルミ属 オニグルミ
サワグルミ属 サワグルミ

クロウメモドキ科 ケンポナシ属 ケンポナシ
クワ科 クワ属 ヤマグワ

タニウツギ
ハコネウツギ

ニワトコ属 ニワトコ
ツヅラフジ科 ツヅラフジ属 ツヅラフジ

ツバキ属 ヤブツバキ
ヒサカキ属 ヒサカキ
サカキ属 サカキ

トウダイグサ科 アカメガシワ属 アカメガシワ
トチノキ科 トチノキ属 トチノキ
ナシ亜科
ニガキ科 ニガキ属 ニガキ

マユミ
ツリバナ
ニシキギ

エノキ属 エノキ
ケヤキ属 ケヤキ
ムクノキ属 ムクノキ

サワフタギ節
サワフタギ
ハイノキ節
ハイノキ

ウワミズザクラ
ヤマザクラ

カマツカ属 カマツカ
コナラ節
カシワ
コナラ

ナラガシワ
ミズナラ

アカガシ亜属
アカガシ
アラカシ
イチイガシ
ウバメガシ
ウラジロガシ
シラカシ
クヌギ節
アベマキ
クヌギ

クリ属 クリ
スダジイ
ツブラジイ
イヌブナ
ブナ

マテバシイ属 マテバシイ
サルナシ
マタタビ

マメ科 フジキ属 フジキ
マンサク科 イスノキ属 イスノキ
ミカン科 キハダ属 キハダ
ミズキ科 ミズキ属 ミズキ

ミツバウツギ科 ミツバウツギ属
ムクロジ科 ムクロジ属 ムクロジ

シオジ
トネリコ
コブシ
ホオ
アオハダ
モチノキ
アカメヤナギ

バッツコウヤナギ
ヤブコウジ科 ツルマンリョウ属 タイミンタチバナ

ツルアジサイ
ノリウツギ

ユズリハ科 ユズリハ属

カバノキ科

マタタビ属マタタビ科

ヤナギ科 ヤナギ属

ユキノシタ科 アジサイ属

モクセイ科 トネリコ属

モクレン属モクレン科

モチノキ属モチノキ科

エゴノキ属

カエデ属

ヒノキ科

マツ科

イヌガヤ科

エゴノキ科

カエデ科

ヒノキ属

アスナロ属

モミ属

マツ属
(複維管束亜属)

イヌガヤ属

ムラサキシキブ属クマツヅラ科

クルミ科

タニウツギ属スイカズラ科

ツバキ科

ニシキギ属ニシキギ科

ニレ科

ハイノキ科 ハイノキ属

シイ属

ブナ属

ブ ナ 科

サクラ属バラ科

コナラ属

広
　
葉
　
樹

針
　
葉
　
樹

少 多
自然木･杭利用の樹種

断
し
ま
す
。
樹
種
同
定
の
結
果
、
木
材
利
用
で
も
っ
と
も

多
い
の
は
ス
ギ
で
、
次
に
ア
カ
ガ
シ
亜
属
、
ク
ヌ
ギ
節
と

続
き
ま
す
。
建
築
材
の
多
く
は
ス
ギ
、
容
器
は
主
に
ケ
ヤ

キ
や
ク
ワ
属
、
弓
は
イ
ヌ
ガ
ヤ
、
カ
ヤ
と
い
っ
た
弾
力
性

の
あ
る
木
、
農
工
具
に
は
ア
カ
ガ
シ
亜
属
や
ク
ヌ
ギ
節
な

ど
の
堅
い
木
を
使
用
す
る
と
い
っ
た
、
木
の
特
性
を
活
か

し
た
道
具
作
り
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
自
然
木
や
杭
は
、
ス
ギ
や
ク
ヌ
ギ
節
、
ツ
バ
キ

属
が
多
く
、
木
製
品
類
に
は
あ
ま
り
使
わ
れ
な
い
エ
ノ
キ

属
や
ハ
ン
ノ
キ
属
、
ヤ
ナ
ギ
属
、
カ
エ
デ
属
な
ど
が
み
ら

れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
樹
種
は
、
花
粉
分
析
と
同
様
に
遺

跡
周
辺
の
環
境
を
あ
ら
わ
す
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

遺
跡
内
で
発
見
さ
れ
た
木
製
品
は
、
土
木
掘
削
具
（
鋤す

き

、
鍬く

わ

、
泥ど

ろ

除よ

け
）、

容
器
、
食
事
具
、
工
具
、
弓
な
ど
、
木
製
品
各
種
の
未
成
品
が
集
落
の
開
始

期
か
ら
終
焉
ま
で
み
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
さ
ら
に
原
材
や
割
材
、
作
り
か

け
途
中
の
失
敗
品
な
ど
も
膨
大
に
出
土
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
集
落
で
一
貫

し
て
製
作
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
、
当
時
の
製
作
方
法
や
工
程
が
復
元
可

能
で
す
。
復
元
さ
れ
た
製
作
工
程
は
、
斧
で
木
を
切
り
倒
し
た
後
、
楔

く
さ
び

と
掛

矢
を
利
用
し
て
分
割
し
て
割
材
を
つ
く
り
ま
す
。
容
器
や
広
鍬
、泥
除
け
は
、

ミ
カ
ン
割
材
を
目
的
の
器
種
の
大
き
さ
に
分
割
（
玉
切
り
）
し
て
単
体
で
作

る
も
の
と
、
二
〜
三
個
体
を
連
結
し
た
状
態
で
効
率
的
に
作
る
も
の
が
み
ら

れ
ま
す
。
木
器
製
作
が
行
わ
れ
る
遺
跡
は
全
国
的
に
も
限
ら
れ
て
お
り
、
地

域
に
お
け
る
拠
点
的
な
集
落
で
行
わ
れ
る
例
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
で
す
か
ら

八
日
市
地
方
遺
跡
で
も
、
自
給
だ
け
で
は
な
く
製
品
化
し
た
も
の
を
近
隣
の

集
落
へ
分
配
し
て
い
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。　

縦木取り 横木取り

容器の基本的な木取り 連結材からの広鍬の製作

素材となる板は、丸太の
中心からミカンの房のよ
うに放射状に割り取られ
ることから「ミカン割材」
と呼ばれます。

楔

扁平片刃石斧

ミカン割材

掛矢

太型蛤刃石斧

連結材からの容器の製作

切断をする箇所に切
り込みがみえます

表

裏

高
こう

台
だい

付容器（縦木取り）

樹
種
の
選
択

八日市地方遺跡の樹木利用

クワ属　60 点

コナラ属アカガシ亜属　269 点コナラスギ　629 点

ケヤキ　140 点

樹種からみた器種別グラフ

木
器
の
製
作
工
程

連結材でつくられた容器未成品（横木取り）

広鍬の未成品
（連結材を分割後、穴があけられた同工品）

広鍬の未成品

広鍬の未成品（３個体の連結材）

単体でつくられた容器未成品
（縦木取り）見込みには同心円

状の年輪がみえる
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遺
跡
か
ら
出
土
し
た
工
具
類
に
は
、
刃
部
の
材
質
と
し

て
石
器
と
鉄
器
が
み
ら
れ
ま
す
。
石
器
は
伐
採

と
し
て

主
に
利
用
さ
れ
る
太ふ

と

型が
た

蛤
は
ま
ぐ
り

刃ば

石せ
き
ふ

（
両
刃
石

）、（
柱

ち
ゅ
う

状じ
ょ
う・

扁へ
ん

平ぺ
い

・
鑿の

み

状じ
ょ
う）

片か
た

刃は

石せ
き
ふ

の
主
要
器
種
が
集
落
の
終

焉
（
集
落
Ⅲ
期
）
ま
で
そ
ろ
っ
て
い
ま
す
。
鉄
器
は
集
落

の
最
盛
期
（
集
落
Ⅱ
期
）
に
は
鋳

ち
ゅ
う

造ぞ
う

鉄て
っ
ぷ

の
柄
が
あ
る
こ

と
か
ら
伐
採
用
の
大
型
鉄

が
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
、
さ

ら
に
近
年
、
柄
付
き
鉄
製
鉇

や
り
が
ん
なが

発
見
さ
れ
ま
し
た
。

　

木
製
品
の
加
工
痕
に
は
、
工
具
の
形
状
や
打
ち
込
み
の

角
度
が
記
録
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
か
ら
工
具
の
種
類
や
動

か
し
方
を
類
推
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
作
業
台
の
傷
跡

や
装
飾
と
し
て
の
線
刻
か
ら
も
、
加
工
痕
と
同
様
に
刃
幅

と
合
わ
せ
て
使
用
さ
れ
た
工
具
を
類
推
し
ま
す
。

　

そ
の
結
果
、
石
器
と
鉄
器
両
者
の
工
具
が
、
集
落
の
最

盛
期
か
ら
終
焉
時
ま
で
併
用
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。

＊鉇は石川県埋蔵文化財センター所蔵

太型蛤刃

柱状片刃

扁平片刃

太型蛤刃
柱状片刃

両刃

両刃

石器と鉄器の違い
　石器と鉄器では、加工の原理が異なります。石器は刃先が鈍い
ため、繊維を剥ぎ取る範囲を広げて伐採や切断を行います。
　一方、鉄器は鋭利なので繊維を直接切断できます。ときには、
薄い刃が繊維を剥離せずに深く食い込み、刺さることもあります。
　また、鉄器は繊維に対して石器よりも刃を立てるため、入る刃
の角度も深く入り、削ることができます。

石 の伐採痕跡 鉄 の伐採痕跡

アカガシ亜属･割材(石 の伐採痕跡) クヌギ節･割材(鉄 の伐採痕跡)

　

容
器
の
製
作
は
、
集
落
が
最
盛
期
を
迎
え
る
弥
生
時
代

中
期
中
葉
に
は
い
る
と
、
ケ
ヤ
キ
や
ク
ワ
材
と
い
っ
た
広

葉
樹
の
刳く

り
物
（
斧
や
鑿の

み

で
刳く

り
抜
き
、
形
を
削
り
だ
す

容
器
）
だ
け
で
は
な
く
、
ス
ギ
材
を
用
い
た
盤ば

ん

・
槽そ

う

類
の

大
型
の
刳
り
物
容
器
や
、
板
を
組
み
合
わ
せ
て
作
る
指さ

し

物も
の

・
組
物
容
器
が
つ
く
ら
れ
は
じ
め
ま
す
。
さ
ら
に
中
期

後
葉
に
は
、
透
か
し
高こ

う

台だ
い

を
も
つ
容
器
や
薄
い
板
で
作
る

板
材
曲ま

げ

物も
の

、
底
板
は
め
込
み
型
の
容
器
、
雇
い
ほ
ぞ
を
利

用
し
た
高た

か

杯つ
き

な
ど
、
鉄
器
工
具
の
普
及
に
伴
い
、
新
た
な

技
術
で
作
ら
れ
る
容
器
が
加
わ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

筒形容器

差し蓋式の箱

紐で綴じ合わせてつくる箱

一木でつくった高杯

雇いほぞで結合して
つくった高杯

雇いほぞ

木
工
具
と
加
工
の
痕
跡

扁
へん

平
ぺい

片
かた

刃
は

石
せき ふ

の柄

匙
さじ

と柄付き鉄製 鉇
やりがんな

□

磨
ま

製
せい

石
せき ふ

石 の柄

鋳
ちゅう

造
ぞう

鉄
てっ ぷ

の柄 □

容
器
に
み
る
匠
の
技

石器の加工痕跡

鉄器の加工痕跡（高台の内側）さまざまな容器の作り方

さまざまな掬
すく

い具と容器

　差し蓋式の箱形容器

雇いぼぞを利用した
高杯の脚

身の材はケヤキ
雇いほぞの材はスギ

　底板はめ込み式の
ジョッキ形容器 ジョッキ型容器の内側

紐でとじ合わせてつくる箱形容器

　板材曲物



閃緑岩

ヒスイ

下呂石

サヌカイト

紅簾石片岩

閃緑岩：善光寺平産とも呼ぶ
　　　    太形蛤刃石斧の石材
下呂石：ハリ質安山岩で石鏃
　　　    等に用いられた石材

　　　環濠出土の同工品
　７個体の壺形土器は、ハケメ
や櫛描文の工具や整形方法の所
作などあらゆる観察結果から、
近しい関係の２～ 3 人が一緒
に製作したもので、色調が同様
であることから同時に覆い窯で
焼き上げられたものと考えられ
ます。

焼成粘土塊□

ミニチュア土器

同工品（作りが酷似する土器）□

壺形土器として作った後につぶ
されて塊状のまま焼かれたもの
です。通常の土器では残りにく
い指紋が残っています。

土器表面に残る指跡が小さいこ
とから、稚児が大人の土器づく
り真似てつくったのではないか
というものもみられます。実測図

白山環状ネットワーク白山環状ネットワーク
八日市地方遺跡

白山櫛描文土器櫛描文土器

条痕文土器条痕文土器
大地式土器大地式土器
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弥
生
時
代
は
、
日
常
使
用
す
る
多
く
の
土
器
は
、
集
落
内

で
つ
く
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
地
域
ご
と
に
装
飾
や

器
形
、
整
形
技
法
の
違
い
が
で
や
す
く
、
交
流
関
係
を
う
か

が
い
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
さ
ら
に
、
土
器
の
素
地
に
入

る
砂
礫
な
ど
の
混
和
材
を
含
め
て
検
討
す
る
と
、
地
元
で
つ

く
ら
れ
た
も
の
か
他
地
域
か
ら
持
ち
込
ま
れ
た
も
の
、
も
し

く
は
他
地
域
の
も
の
を
地
元
で
真
似
て
つ
く
っ
た
も
の
か
を

判
断
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　

八
日
市
地
方
遺
跡
の
土
器
か
ら
は
、
①
中
国
地
方
や
近
畿

北
部
な
ど
の
日
本
海
ル
ー
ト
、
②
近
江
ル
ー
ト
、
③
岐
阜
や

東
海
な
ど
南
方
ル
ー
ト
、
④
北
陸
北
東
部
や
信
濃
な
ど
北
陸

新
幹
線
ル
ー
ト
と
複
数
の
地
域
と
の
交
流
の
様
子
が
み
え
て

き
ま
し
た
。
ま
た
こ
れ
ら
の
地
域
は
、
サ
ヌ
カ
イ
ト
や
下
呂

石
な
ど
特
定
の
外
来
石
材
が
み
ら
れ
る
地
域
や
、
碧
玉
製
管

玉
が
も
た
ら
さ
れ
る
地
域
と
ほ
ぼ
重
な
り
、
物
資
を
交
換
す

る
人
々
が
行
き
交
う
状
況
が
土
器
に
反
映
さ
れ
た
も
の
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
環
濠
集
落
開
始
期
か
ら
連
綿
と
関
係
が
み
え

　

八
日
市
地
方
遺
跡
か
ら
は
、
コ
ン
テ
ナ
に
四
千
箱
と
膨
大

な
量
の
土
器
が
み
つ
か
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
の
詳
細
な
分

析
か
ら
、
人
々
の
生
活
の
様
子
や
交
流
関
係
を
読
み
取
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

条
じ
ょ
う

痕こ
ん

文も
ん

土
器
と
は
、
縄
文
時
代
晩
期
か
ら
弥
生
時
代
に
み

ら
れ
る
土
器
で
あ
り
、
貝
や
ヨ
シ
等
の
太
め
の
植
物
の
茎
を

束
ね
た
櫛
状
工
具
を
土
器
の
成
形
や
文
様
に
使
用
し
て
い
る

も
の
を
指
し
ま
す
。
器
種
は
壺
、
深
鉢
、
鉢
が
み
ら
れ
ま
す

が
、
い
ず
れ
も
装
飾
性
豊
か
で
す
。
大
地
式
土
器
と
は
、
条

痕
文
土
器
が
分
布
す
る
エ
リ
ア
に
拡
が
る
土
器
で
す
。
縄
文

時
代
の
伝
統
を
受
け
継
ぎ
、
土
器
の
表
面
に
は
縄
目
模
様
を

施
し
、
沈
線
で
特
徴
的
な
模
様
が
描
か
れ
ま
す
。
八
日
市
地

方
遺
跡
の
環か

ん

濠ご
う

集
落
形
成
の

と
な
る
櫛く

し

描が
き

文も
ん

土
器
は
、
日

本
海
沿
岸
域
に
祖
型
を
も
つ
も
の
で
、
イ
グ
サ
科
や
イ
ネ
科

な
ど
の
茎
が
中
空
の
も
の
を
数
条
束
に
し
た
工
具
で
文
様
を

描
く
も
の
で
す
。
土
器
を
回
転
さ
せ
、
手
の
動
き
か
ら
、
直

線
文
、
波は

状じ
ょ
う

文
、

れ
ん

状じ
ょ
う

文
、
扇せ

ん

形け
い

文
な
ど
描
き
分
け
ま
す
。

弥
生
時
代
中
期
前
葉
・
集
落
開
始
期
に
み
ら
れ
る
土
器
に
は

直
線
文
の
み
か
、
直
線
文
と
波
状
文
も
し
く
は
刺
突
文
で
構

成
さ
れ
ま
す
。

　

小
松
式
土
器
は
、
地
元

の
条
痕
文
土
器
と
櫛く

し

描が
き

文も
ん

土
器
の
二
系
統
が
融
合
す

る
こ
と
で
、
新
た
に
生
み

出
さ
れ
た
も
の
で
、
北
陸

独
自
の
器
形
や
櫛
描
文
様

が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

る
の
は
①
と
③
ル
ー
ト
で
、
②
は
環
濠
集
落
盛
行
期
（
集
落

Ⅱ
期
）
に
は
低
調
で
、
凹お

う

線せ
ん

文も
ん

土
器
が
波
及
す
る
集
落
Ⅲ
期

に
多
く
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
④
は
玉
生
産
技
術
な

ど
の
伝
播
ル
ー
ト
で
小
松
式
土
器
が
波
及
す
る
地
域
に
あ
た

り
、
集
落
Ⅲ
期
に
は
、
信
濃
か
ら
は
閃せ

ん

緑り
ょ
く

岩
製
磨
製
石

の

流
入
と
と
も
に
、
信
濃
の
土
器
（
栗く

り

林ば
や
し

式
土
器
）
が
み
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

土
器
か
ら
み
た
地
域
間
交
流

小
松
式
土
器
の
誕
生

羽状刺突文
採用

櫛描文土器の
櫛状工具を
採用

中期前葉の大地式土器
上から見たもの
(ヘラ状工具で羽状を描く )

中期中葉以後の小松式土器
上からみたもの
　（板状工具を土器にあて
　　　　羽状刺突文を描く）

中期前葉の条痕文土器
中期中葉の小松式土器

（条痕文土器、大地式土器の器形を継承）

中期前葉の
櫛描文土器

中期前葉の
大地式土器

小波状口縁
二
枚
貝
を
利
用

ヨ
シ
を
利
用

連続して施される文様

単位ごとに施される文様

斜行短線文

扇形文

半円文

羽状刺突文

波状文

直線文

簾状文

疑流水文

櫛描文

条痕文

弥生時代中期前葉の土器様相から小松式土器形成プロセス

小松式土器

小松式土器誕生のプロセス

八日市地方遺跡出土の他地域の土器群と外来石材

信濃の土器（栗林式）

中国地方の土器



　

動
物
を
表
現

　

人
物
を
表
現

持ち楯
戈

石剣木甲
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弥
生
時
代
の
ま
つ
り
は
、
縄
文
時
代
の
伝
統
の
上
に
新
た

に
水
田
稲
作
の
風
習
が
伝
播
し
定
着
す
る
こ
と
で
、
各
地
域

ご
と
に
独
自
に
発
展
し
て
い
き
ま
す
。
稲
作
技
術
者
の
下
、

縄
文
時
代
の
伝
統
集
団
と
力
を
合
わ
せ
て
土
地
を
開
発
し
、

水
田
稲
作
を
行
う
新
し
い
時
代
は
、
土
地
を
守
る
戦
い
の
始

ま
り
で
も
あ
り
ま
す
。
集
団
同
士
の
戦
い
だ
け
で
な
く
、
自

分
た
ち
の
力
で
は
ど
う
に
も
な
ら
な
い
自
然
の
脅
威
と
も
向

き
合
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
武
器
や
舟
、
動
物

な
ど
に
対
し
て
想
像
を
ふ
く
ら
ま
せ
、
豊
作
を
も
た
ら
し
、

災
害
を
ふ
り
は
ら
う
霊
力
を
託
し
ま
す
。
そ
の
力
を
引
き
出

す
た
め
に
行
う
四
季
折
々
の
ま
つ
り
は
、
集
団
の
結
束
力
を

高
め
る
た
め
に
も
効
果
的
で
し
た
。
八
日
市
地
方
遺
跡
か
ら

出
土
し
た
動
物
を
表
現
し
た
も
の
に
は
、
鳥
や
シ
カ
が
多
く

み
ら
れ
ま
す
。
天
空
か
ら
飛
来
す
る
鳥
や
力
強
い
角
を
も
つ

シ
カ
は
、
豊
か
な
収
穫
を
も
た
ら
す
霊
獣
と
考
え
ら
れ
て
い

た
よ
う
で
す
。

　

八
日
市
地
方
遺
跡
で
は
、
武
具
と
し
て
楯た
て

や
木
製
の
よ
ろ

い
（
木も

っ

甲こ
う

）、武
器
に
は
戈か

（
の
柄
）
が
み
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、

縄
文
時
代
か
ら
狩
猟
の
道
具
と
し
て
用
い
ら
れ
た
弓
は
、
銅ど

う

鏃ぞ
く

や
磨ま

製せ
い

石せ
き

鏃ぞ
く

と
い
っ
た
新
た
な
矢
じ
り
の
出
現
か
ら
武
器

と
し
て
も
使
用
さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
。

　

青
銅
製
の
武
器
の
形
を
模
し
た
木
製
品
が
大
量
に
出
土
す

る
の
は
、
実
戦
用
で
は

な
く
、
ま
つ
り
の
行
為

と
し
て
戦
い
を
演
じ
る

「
模も

擬ぎ

戦せ
ん

」
に
使
用
さ

れ
て
い
た
も
の
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
つ
り
の
風
景

武
器
・
武
具

鳥形木製品〇
横からみた平板な鳥形の胴体
を直交する板に差し込み、翼
を表現しています。

動物形土製品土偶（シカの線刻有）

鳥形土器シカの群れと狩人が描かれた絵画土器

展開写真〇 ３頭のシカの後ろに矢を射る狩人と９頭のシカが描かれます

魚形木製品
形状からテンジクダ
ツをかたどったと考
えられます

人面付土器　　　

人面付土器　　　人面付土器□　　　

分
ふん

銅
どう

形土製品　　　木
もく

偶
ぐう

　　　

人物陽刻意匠板　　　

人物線刻板　　　

銅
どう

鐸
たく

形土製品

舟形木製品

　石剣と武器形木製品 〇

線刻板

表

裏

持ち楯

置き楯 戈の柄
全長 67.7㎝、クワ材で丁寧につくられており、刃部を装着する穴が穿たれています

組合せ式木甲
小札状に組み合わせ
るものがあります

木甲

木甲 木鏃（三稜鏃） 磨製石鏃

銅鏃

石川県埋蔵文化財
センター提供



エブリ

田下駄
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大
陸
か
ら
北
部
九
州
に
伝
わ
っ
た
水
田
稲

作
は
、道
具
の
大
変
革
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

鍬く
わ

と
鋤す

き

は
農
具
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
造
成

や
水
路
の
掘
削
な
ど
、
弥
生
時
代
か
ら
始

ま
っ
た
土
地
へ
の
積
極
的
な
開
発
に
活
躍
す

る
土
木
掘
削
具
と
し
て
も
大
き
な
役
割
を
果

た
し
ま
す
。

　

稲
の
成
長
に
あ
わ
せ
た
四
季
折
々
の
作
業

は
、
基
本
的
に
時
代
を
超
え
て
も
共
通
し
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
弥
生
時
代
に
は
、
必

要
な
道
具
の
基
本
的
な
形
は
、
ほ
と
ん
ど
出

そ
ろ
っ
て
い
ま
す
。

　

八
日
市
地
方
遺
跡
で
は
、
水
田
稲
作
だ
け

で
は
な
く
、
海
、
潟
、
川
、
森
へ
と
食
料
調

達
を
行
い
、
食
物
栽
培
も
行
わ
れ
て
い
た
よ

う
で
す
。遺
跡
か
ら
み
つ
か
っ
た
動
物
骨
は
、

多
く
は
シ
カ
や
イ
ノ
シ
シ
な
ど
大
型
獣
で
す

が
、少
数
な
が
ら
も
小
型
獣
が
み
ら
れ
ま
す
。

貝
類
は
シ
ジ
ミ
が
も
っ
と
も
多
く
、
サ
ザ
エ

や
カ
キ
も
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
潟
や
海
で

の
漁
撈
の
様
子
が
う
か
が
わ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
水
田
を
つ
く
る
こ
と
で
、
フ
ナ
や

コ
イ
と
い
っ
た
淡
水
魚
、
サ
ギ
や
カ
モ
な
ど

の
鳥
類
、タ
ニ
シ
や
カ
ワ
ニ
ナ
な
ど
の
貝
類
、

昆
虫
と
、
新
た
な
生
態
系
を
つ
く
り
出
し
豊

か
な
食
糧
資
源
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　

植
物
遺
体
に
は
、
ク
ル
ミ
、
ト
チ
、
ド
ン

グ
リ
な
ど
の
堅
果
類
か
ら
、
ブ
ド
ウ
、
ウ
リ
、

マ
メ
類
な
ど
の
種
実
、
ア
ワ
や
キ
ビ
な
ど
の

穀
物
が
み
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
採
集
と

栽
培
も
行
う
こ
と
で
獲
得
し
た
、
当
時
の
多

彩
な
食
料
事
情
を
想
像
さ
せ
ま
す
。　

狩
猟
・
採
集
・
漁
撈

農
耕

矢について
鏃が装着される矢柄
はまっすぐな木を用
い、緊縛紐にサクラ
皮を使用しています

獣骨
シカ、イノシシがもっとも
多く、タヌキ、イヌ、キツネ、
カワウソ、クマ、テン、カモ、
サギ、クジラがみられます

クジラ
シカ

イノシシ

カワウソ

タヌキ石鏃　　　

矢柄　　　丸木弓　　　

貝　類

サザエ タニシ

カワニナカキ

石錘　　

タモ網枠　　

櫂
かい

 □

アカトリ　
舟底にたまった水を汲みだします　

種　実

　田舟　湿田に浮かべて、稲などを運ぶのに用います　　

木庖丁　　炭化米　　田下駄　　

竪杵　　

大型石庖丁　　

石庖丁　　

石鎌　　エブリ　　

又鍬　　広鍬　　
一木鋤　　

トチ

ドングリ

クルミ

クリ

ヒョウタン

　　　鍬と泥除けの装着図
　広鍬には裏側にほり込みをもち、
泥除けと組み合うものがあります。
泥除けは、鍬身と柄の装着を補強
し、泥の飛びはねを防いだり、泥を
集め入れる機能があるといわれてい
ます。

穂を摘む　　

表 裏

泥除け　　

代かきの様子　　

脱穀の様子　　

泥除け

広鍬

石錘
レキに溝をほり
紐をかけやすく
します。おもり
として網漁に使
用します

モモ



　

木
の
道
具

　

石
の
道
具
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遺
跡
か
ら
み
つ
か
っ
た
有
機
質
の
編
み
も
の

に
は
、
ヒ
ノ
キ
科
の
樹
皮
で
三
つ
編
み
状
に
編

ま
れ
た
縄
、
マ
タ
タ
ビ
属
の
蔓つ

る

を
ヒ
ゴ
と
す
る

か
ご
、
ヤ
ナ
ギ
属
を
利
用
す
る
箕み

な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
弥
生
時
代
に
は
、
水
田
稲
作
と
と
も
に

大
陸
か
ら
機
織
り
技
術
が
伝
わ
り
ま
す
。　

　

弥
生
時
代
中
期
に
、
織
り
機
を
も
つ
の
は
拠

点
集
落
と
い
わ
れ
る
地
域
の
核
に
な
る
遺
跡
だ

け
で
あ
り
、
北
陸
の
中
で
も
い
ち
早
く
最
新
技

術
を
獲
得
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

地
中
で
は
残
り
に
く
い
糸
や
布
で
す
が
、
機

織
り
具
の
糸
痕
跡
や
土
器
に
付
着
し
た
布
痕
跡

か
ら
、布
幅
や
布
目
を
知
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

弥
生
時
代
の
服
飾
は
、
自
然
環
境
か
ら
身
を
守
る
だ

け
で
は
な
く
、
身
に
つ
け
る
こ
と
に
よ
り
呪
術
的
な
効

果
を
得
る
と
い
っ
た
目
的
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
青

（
緑
）
色
に
こ
だ
わ
り
碧へ

き

玉ぎ
ょ
くや

ヒ
ス
イ
、
ガ
ラ
ス
玉
を

男
女
問
わ
ず
身
に
付
け
ま
し
た
。『
魏ぎ

志し

』倭わ

人じ
ん

伝で
ん

に
は
、

男
性
は
頭
に
ハ
チ
マ
キ
を
し
、
幅
の
広
い
布
を
腰
に
ま

き
つ
け
て
結
ぶ
横お

う

幅ふ
く

衣い

、
女
性
は
布
の
中
央
に
あ
い
た

穴
か
ら
頭
を
だ
す
貫か

ん

頭と
う

衣い

で
あ
る
と
記
載
さ
れ
て
い
ま

す
。
八
日
市
地
方
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
ア
ク
セ
サ
リ
ー

と
し
て
、
碧
玉
製
管
玉
と
ヒ
ス
イ
製
勾
玉
を
連
ね
た
も

の
、
腕
輪
と
し
て
用
い
る
貝
輪
、
髪
か
ざ
り
と
し
て
竪た

て

櫛ぐ
し

や
か
ん
ざ
し
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
木
製
の

は
き
も
の
や
、
威
厳
や

呪
術
的
意
味
を
も
つ
と

い
わ
れ
る
儀ぎ

仗じ
ょ
うも

み
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

緯打ち具
経送り具

布送り具

2 本超
2本潜
1本送

ヨ
コ
添
え

も
じ
り
編
み

２本超・２本潜
１本送

（2本１単位の）

も
じ
り
編
み

巻縁
（まきぶち）

縁仕舞
まいふち じ

体部
たい ぶ

底部
ていぶ

（縦軸が2本
1単位の）
1本超・1本潜

たてじく

たん　い

石川県埋蔵文化財センター提供

編
み
も
の
・
織
り
も
の

装
い

糸を撚り、布をつくる
　糸を撚

よ

る紡
ぼう

錘
すい

車
しゃ

、糸を巻き取る桛
かせ

、機織り具の部
材である緯

よこ

糸
いと

を打ち付ける緯
よこ

打
う

ち具や布をはさみ込
んで利用する布送り具、石川県の最新発掘調査から、
輪状に整経した糸をかける経

たて

送
おく

り具が新たにみつか
りました。

かせ

緯
よこ

打
う

ち具

布送り具

経
たて

送り具　　

かせの使用法

輪状式原始機

糸を撚
よ

る

石製紡錘車　　

土製紡錘車　　 軸　　
なわ　　かご　　

かんざし　　竪櫛　　

儀仗　　 はきもの　　

火きり臼
　スギ材で５か所の火きり穴（回転まさつによ
り生じたくぼみ）がみられます。

琴の天板
　琴の天板の部分が欠けた状態でみつかりました。木釘
痕が側面に残ることから、槽もしくは箱型の琴と考えら
れ、弦をかける突起が３ヵ所残存しています。

建物扉の把
とっ

手
て

　中央部にはくびれてにぎりやすいように丸く仕上げら
れており、両端には扉板に組み合わせる結合補助材用の
ほぞ穴がつくられています。

横
よこ

槌
づち

　クヌギ節などの堅い
木で作られており、わ
らうちや豆打ちなどさ
まざまな用途に使われ
ました。

枠組み材
　環

かん

濠
ごう

から横桟が 16 本枠に組合わさった状態でみつか
りました。現存する状態で横 90㎝×縦 90㎝を測ります。
横桟は、半円状に加工されており、両端は枠材の方形の
ほぞ穴と比較すると、穴の形状の方が大きく、取り外し
可能だったようです。窓枠状のものである可能性が高い
ものと思われます。

腰掛の脚

穿
せん

孔
こう

具
　孔

あな

を穿
うが

つ道具として、①縄文時代と同様な形状である石
いし

錐
きり

と、②弥生時代にみられる先端は柱状になり回転痕がみられ
る穿孔砥石があります。①は土器や薄手の石器などに孔をあ
けるものとして用いられ、②は厚手の石器、大型石庖丁の孔
などに使用されたと思われます。

石
いし

皿
ざら

と磨
すり

石
いし

　食物や顔料を磨りつぶします。
石
いし

鍬
ぐわ

　土を掘る際に柄に取り付けて突
いたり、鍬のように使います。

有孔円盤状石器
孔が貫通するものと未貫通
のものがあります。

掛矢
カシなど堅い木で
つくられた大型の槌

つち

石川県埋蔵文化財センター提供

かごにみられる編み目の違い
　かごの編み目を観察すると、部位によって、編み方を変え
ていることがわかります。かごの底部は、２本を１単位とし
て編まれ、体部に立ちあがるとともに、２本軸または１本に
分けて編みあげていきます。口縁に近づくにつれ、もじり編
みに変え、最後は強度が増すよう縁仕舞をして終わります。

貝輪　　

石錐　　
穿孔
砥石

横幅衣と貫頭衣を着る男女
（佐野喜美画）　　



③放射性炭素年代測定法③放射性炭素年代測定法

＊ AMS法とは、加速器で 14C を直接数える方法

挿図は宮田佳樹氏提供
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　樹種が違っても年輪セルロースの酸素同位体比
の増減パターンは同じであることをつきとめたこ
とで、スギなど年輪変動パターンがわかっている
樹種と別の樹木の酸素同位体比を比較すること
で、年代測定が可能となり
ました。
さらに、この測定法は気候
変動も読み取ることを可能
としました。

　

発
掘
調
査
で
は
、
地
層
は
下
か
ら
上
に
向

か
っ
て
形
成
さ
れ
る
と
い
う
「
地
層
塁
重
の
法

則
」
に
基
づ
き
、
下
の
地
層
か
ら
出
た
モ
ノ
ほ

ど
古
く
、
上
の
地
層
か
ら
出
た
モ
ノ
ほ
ど
新
し

い
と
判
断
し
ま
す
。
そ
し
て
、
最
も
多
く
出
土

す
る
土
器
を
地
層
情
報
と
型
式
変
化
の
両
輪
で

分
類
し
変
化
を
読
み
取
る
こ
と
で「
土
器
編
年
」

を
作
成
し
ま
す
。
こ
の
土
器
編
年
は
「
新
古
を

は
か
る
遺
跡
の
も
の
さ
し
」
と
な
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
れ
だ
け
で
は
年
代
は
わ
か
り
ま

せ
ん
。

　

年
代
を
知
る
方
法
と
し
て
は
二
つ
あ
り
ま

す
。
一
つ
は
、
年
代
が
直
接
記
載
し
て
あ
る
も

の
や
、
文
字
が
な
い
時
代
で
も
、
す
で
に
年
号

が
あ
る
中
国
の
資
料
と
比
較
す
る
方
法
、
二
つ

め
は
、自
然
科
学
分
析
の
年
代
測
定
方
法
で
す
。

　

自
然
科
学
分
析
に
よ
る
年
代
測
定
と
し
て
八

日
市
地
方
遺
跡
で
実
施
し
た
三
つ
の
方
法
は
、

①
年
輪
年
代
法
、
②
酸
素
同
位
体
比
年
輪
年
代

法
、③
放
射
性
炭
素
年
代
測
定
法
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
れ
ら
の
成
果
か
ら
、
集
落
の
変
遷
年
代
を

知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。（
ｐ
８
参
照
）。

　

遺
跡
の
土
の
中
に
は
、
当
時
を
知
る
様
々
な

手
が
か
り
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
土
を
持
ち
帰

り
、
細
か
い
目
の
ふ
る
い
に
か
け
る
こ
と
で
、

調
査
時
に
は
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た

管
玉
や
石せ

き

針し
ん

、
木
材
、
種
子
な
ど
微
細
な
も
の

を
み
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
顕
微
鏡
で
確
認
し
な
け
れ
ば
み
え
な

い
花
粉
や
珪け

い

藻そ
う

な
ど
を
み
つ
け
ま
す
。
植
物
の

花
粉
は
形
態
ご
と
に
分
類
可
能
な
た
め
、
そ
れ

ら
を
観
察
す
る
こ
と
で
植
物
を
同
定
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
珪
藻
は
、
淡
水
か
ら
海
水
ま
で

広
く
分
布
す
る
の
で
、
珪
藻
の
種
類
の
違
い
で

当
時
の
土
壌
の
塩
分
濃
度
が
高
い
の
か
低
い
の

か
が
わ
か
り
ま
す
。
そ
れ
ら
を
地
層
ご
と
に
持

ち
帰
る
こ
と
で
、
当
時
の
環
境
復
元
の
変
化
を

知
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　

土
器
を
つ
く
る
際
に
、
や
わ
ら
か
い
状
態
の

粘
土
に
は
、
周
辺
の
種
実
や
昆
虫
が
入
る
こ
と

が
あ
り
、
そ
れ
ら
は
そ
の
ま
ま
焼
か
れ
る
と
、

痕
跡
（
穴
）
だ
け
が
残
り
ま
す
。
こ
う
し
た
土

器
に
残
さ
れ
た
穴
を
み
つ
け
て
、
そ
の
部
分
に

シ
リ
コ
ン
を
流
し
込
む
こ
と
で
形
状
を
型
取
り

（
レ
プ
リ
カ
）
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

そ
の
レ
プ
リ
カ
を
走
査
型
電
子
顕
微
鏡
で
み
る

と
、
転
写
さ
れ
た
細
か
い
特
徴
ま
で
観
察
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
方
法
は
、
土
器
を
使

用
す
る
空
間
に
、
種
実
や
昆
虫
が
存
在
す
る
確

実
な
証
拠
と
な
り
ま
す
。

　

近
年
、
八
日
市
地
方
遺
跡
の
出
土
土
器
を
対

象
に
、
弥
生
時
代
前
期
と
中
期
前
葉
の
土
器
の

観
察
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
弥
生
時
代

前
期
の
土
器
に
は

も
み

圧
痕
は
み
ら
れ
ず
、
中
期

前
葉
の
櫛く

し

描が
き

文も
ん

土
器
に
は
多
く
み
つ
か
り
ま
し

た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
中
期
前
葉
に
は
身
近
に

が
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
、
花
粉
分
析
の
結
果

や
農
具
の
出
現
時
期
と
も
一
致
し
て
い
る
こ
と

が
確
か
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
中
期
前
葉
の
条

じ
ょ
う

痕こ
ん

文も
ん

土
器
に
は
、

圧
痕
は
み
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
同
じ
集
落

で
使
用
さ
れ
た
土
器
で
も
、
系
統
の
違
う
土
器

は
、
製
作
方
法
だ
け
で
な
く
日
常
的
な
環
境
の

差
も
あ
る
可
能
性
が
み
え
て
き
ま
し
た
。

①年輪年代法①年輪年代法

　樹木は１年ごとに年輪を形成します。そ
の年輪の幅は、気候の変化に伴い、年によっ
て広くなったり狭くなったりします。こ
の年輪の幅の変化を読み取り、年輪変動パ
ターンを作成したものとしてスギ、ヒノキ、
コウヤマキがあります。これらを基準にし
て遺跡から発見された木製品の年輪を調べ
ることで、年代測定します。

紀元前 紀元後
2000100010001400 0

年輪をつなげていくことで、年代をさかのぼることができる！

木の年輪にメジャー
を合わせて撮影し、
年代測定情報を入手
します。

②酸素同位体比年輪年代法②酸素同位体比年輪年代法

H O２H O２

O18

O18

O17O17
O16O16

　炭素には 12C、13C、14C と三種類あり、そのなか
でも 14C は壊れて減っていく速度が遅く、動植物は
死ぬと体内の 14C は 5,730 年前で半減というペース
で減っていきます。この応用で動植物の骨や灰、炭
化物に一定量含まれる 14C の数量を調べることで年
代を測定します。
　八日市地方遺跡では、土器編年に合わせて、土器
に付着した煤やコゲを測定することで、弥生時代前
期から後期にかけての測定値を得ています。

木材の年輪セルロースの酸素同位体比とは、樹木が根か
ら吸い上げた水を葉から蒸発・拡散する際に大気中の湿
度によってその量を変えることに由来しています。

型取りしたシリコン

土器表面の穴

実
年
代
を
測
る

土
壌
分
析

土
器
圧
痕
分
析

埋積浅谷の堆積土を上から下まで
採取して分析する　　

土壌内にみられた種子 土壌内にみられた花粉 土壌内にみられた珪藻

土器圧痕の採取方法
　対象となる土器を丹念に観察し、痕跡（穴）を探します。そして、穴の中をよ
く掃除してゴミを取り除き、その部分に離型剤を塗布した後にシリコンを注射器
で流し込みます。数分後、シリコンを摘出して、穴の正体を見極めます。

（走査型電子顕微鏡撮影）

試料となるクヌギ節のミカン割
材の新鮮な断面を採取します



一
九
三
〇

１
月
25
日

発
見

小
松
市
八
日
市
町
地
方
通
称
苗
代
割
の
水
田
で
、
地
主
後
藤
長
兵
衛
氏
が
２
個
の
石
器
（
磨
製
石

）
を
採
集
。

一
九
三
七

12
月
９
日

調
査

上
野
与
一
氏 

が
小
規
模
な
試
掘
を
実
施
。

一
九
三
八

３
月

調
査

後
藤
長
兵
衛
氏
の
御
子
息
後
藤
長
平
氏
（
安
宅
中
学
校
教
論
）
が
小
規
模
な
試
掘
を
行
っ
た
。

一
九
四
九

11
月

調
査

上
野
与
一
氏
の
指
導
の
も
と
小
松
高
校
が
発
掘
調
査
実
施
。

２
月

報
告

上
野
与
一
氏
は
松
任
農
校
校
友
会
誌
に
「
郷
土
に
お
け
る
一
、二
の
考
古
学
的
研
究
」
と
し
て
、
調
査
略
報
を
報
告
。

12
月
10
日

研
究

石
川
考
古
学
研
究
会
が
遺
跡
出
土
の
弥
生
土
器
の
時
期
に
つ
い
て
意
見
交
換
。
結
論
で
ず
。

一
九
五
〇

２
月

研
究

高
堀
勝
喜
氏
は
東
京
出
張
時
に
、
後
藤
氏
保
管
資
料
を
杉
原
荘
介
氏
に
指
導
を
仰
ぐ
。
調
査
が
あ
れ
ば
自
分
も
発
掘
に
参
加
さ
れ
た
い
と
の
話
あ
り
。

９
月
17
〜
20
日

調
査

明
治
大
学
考
古
学
研
究
室
、
石
川
考
古
学
研
究
会
、
小
松
市
教
育
委
員
会
が
明
治
大
学
助
教
授
杉
原
荘
介
氏
の
指
導
の
下
、
合
同
で
発
掘
調
査
を
実
施
。

一
九
五
二

11
月
12
日

報
告

日
本
考
古
学
協
会
第
10
回
総
会
に
て
、
杉
原
荘
介
氏
よ
り
「
加
賀
・
小
松
市
出
土
の
弥
生
式
土
器
」
と
し
て
報
告
。

一
九
六
一

３
月
24
、
25
日

調
査

遺
跡
周
辺
一
帯
の
宅
地
化
が
進
み
、
後
藤
長
平
氏
の
呼
び
か
け
で
石
川
考
古
学
研
究
会
が
発
掘
調
査
を
実
施
。
弥
生
土
器
の
好
資
料
を
得
た
。

一
九
六
八

報
告

橋
本
澄
夫
氏
は
石
川
考
古
学
研
究
会
々
誌
11
号
に
「
石
川
県
小
松
市
八
日
市
地
方
遺
跡
の
調
査
ー
県
下
の
と
し
て
櫛
目
文
土
器
ー
」
と
し
て
、
小
松
式
の
評
価
を
報
告
。

一
九
九
二

６
月

調
査

小
松
市
教
委
、
小
松
駅
東
土
地
区
画
整
理
事
業
に
伴
う
試
掘
調
査
を
実
施
。

一
九
九
三

６
月

調
査

小
松
駅
東
土
地
区
画
整
理
事
業
に
伴
う
発
掘
調
査
開
始
。

一
九
九
六

１
月
〜
３
月

発
見

シ
カ
の
群
れ
と
狩
人
が
描
か
れ
た
絵
画
土
器
出
土
を
報
道
発
表
。
二
月
に
日
本
最
古
の
曲
物
、
三
月
に
人
物
陽
刻
意
匠
板
出
土
を
報
道
発
表
。

一
九
九
七

１
月
〜
３
月

発
見

優
美
な
木
製
匙
出
土
を
報
道
発
表
。
三
月
に
武
器
（
弓
）、
武
具
（
持
楯
な
ど
）
出
土
を
報
道
発
表
。

６
月
〜

展
示

貴
重
な
資
料
の
発
見
が
相
次
ぎ
、
文
化
庁
主
催
「
発
掘
さ
れ
た
日
本
列
島
‘97
新
発
見
考
古
速
報
」
に
て
全
国
巡
回
出
展
。

６
月

発
見

出
展
の
最
中
、
全
国
初
の
胸
に
シ
カ
を
描
い
た
人
形
土
製
品
が
出
土
。
全
国
区
で
報
道
さ
れ
、
さ
ら
に
遺
跡
の
注
目
度
を
高
め
る
。

７
月

調
査

石
川
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
が
、
北
陸
本
線
小
松
駅
付
近
連
続
立
体
交
差
事
業
に
伴
い
約
二
七
〇
㎡
の
発
掘
調
査
実
施
。
こ
の
調
査
で
、
遺
跡
は
旧
河
川
（
埋
積
浅
谷
）
対
岸
に

も
広
が
る
こ
と
が
確
定
。

11
月

調
査

旧
河
川
部
分
の
調
査
で
、
旧
河
川
の
く
ぼ
地
を
利
用
し
た
木
製
品
の
貯
蔵
箇
所
を
確
認
。

一
九
九
八

２
月

展
示

文
化
庁
で
の
出
展
品
を
お
も
に
、
出
土
品
30
点
を
小
松
市
役
所
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
に
て
公
開
。

４
月

調
査

発
掘
調
査
員
８
名
体
制
で
同
時
に
旧
河
川
、
居
住
域
、
墓
域
で
の
複
数
の
箇
所
の
調
査
を
実
施
。
こ
の
結
果
、
集
落
は
旧
河
川
を
中
心
と
し
て
居
住
域
と
そ
れ
を
取
り
囲
む
多
重
の

環
濠
が
あ
り
、
そ
の
外
縁
に
は
墓
域
を
伴
う
計
画
的
な
環
濠
集
落
の
形
が
確
認
さ
れ
る
。

７
月

発
見

全
国
２
例
目
の
装
飾
竪
杵
出
土
を
報
道
発
表
。

12
月

発
見

全
国
初
把
付
磨
製
石
剣
出
土
を
報
道
発
表
。
全
国
で
も
第
一
級
の
遺
跡
と
評
価
を
受
け
る
。

一
九
九
九

５
月

発
見

全
国
初
の
彩
色
さ
れ
た
魚
形
木
製
品
出
土
を
報
道
発
表
。

二
〇
〇
〇

６
月
〜

展
示

小
松
駅
東
土
地
区
画
整
理
事
業
に
伴
う
発
掘
調
査
終
了
。
さ
ら
な
る
数
多
く
の
貴
重
な
資
料
の
発
見
に
よ
り
２
回
目
の
文
化
庁
主
催
「
発
掘
さ
れ
た
日
本
列
島
‘00
新
発
見
考
古
速
報
」

に
て
出
展
が
決
ま
り
、
日
本
海
側
の
拠
点
集
落
遺
跡
と
し
て
全
国
に
認
知
さ
れ
る
。

６
月
〜
12
月

調
査

石
川
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
が
、
北
陸
本
線
小
松
駅
付
近
連
続
立
体
交
差
事
業
に
伴
い
約
六
〇
〇
㎡
の
発
掘
調
査
実
施
。
こ
の
調
査
で
、
遺
跡
は
旧
河
川
（
埋
積
浅
谷
）
右
岸
域

に
も
左
岸
域
と
同
様
に
、
木
器
生
産
、
方
形
周
溝
墓
、
環
濠
が
展
開
す
る
こ
と
が
判
明
。

10
月

発
見

木
製
品
整
理
作
業
が
進
む
中
、
日
本
最
古
級
の
琴
（
天
板
の
み
）
を
報
道
発
表
。

12
月

展
示

市
制
六
十
周
年
記
念
事
業
特
別
展
「
こ
ま
つ
二
万
年
の
歩
み
」
と
し
て
、
小
松
市
立
博
物
館
ル
フ
レ
に
公
開
。
開
催
期
間
中
記
念
講
演
会
を
開
催
。
研
究
者
、
市
民
約
四
〇
〇
名
の

参
加
の
中
、
初
め
て
遺
跡
の
概
要
が
報
告
さ
れ
る
。

講
座

二
〇
〇
二

10
月

報
告

日
本
考
古
学
協
会
二
〇
〇
二
年
橿
原
大
会
に
て
北
陸
の
拠
点
集
落
遺
跡
と
し
て
報
告
。

11
月

講
座

八
日
市
地
方
遺
跡
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
北
陸
に
お
け
る
弥
生
都
市
」
開
催
、
全
国
の
弥
生
時
代
研
究
者
、
市
民
な
ど
約
２
５
０
名
の
参
加
の
中
、
他
地
域
（
朝
日
遺
跡
、
唐
古
・
遺
跡
）

と
の
比
較
と
併
せ
て
遺
跡
検
証
を
行
う
。

二
〇
〇
三

３
月

報
告

◆
小
松
駅
東
土
地
区
画
整
理
事
業
に
伴
う
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
報
告
書
『
八
日
市
地
方
遺
跡
Ⅰ
』
発
行
。

11
月

市
指
定
八
日
市
地
方
遺
跡
出
土
品
一
括
が
小
松
市
指
定
文
化
財
と
し
て
指
定
を
受
け
る
。

10
月
〜
11
月

展
示

大
阪
府
立
弥
生
文
化
博
物
館
秋
季
特
別
展
「
北
陸
の
玉
と
鉄　

〜
弥
生
王
権
の
光
と
影
〜
」
に
約
一
三
〇
点
出
展
。

二
〇
〇
四

３
月

報
告

●
石
川
県
教
委
「
北
陸
本
線
小
松
駅
付
近
連
続
立
体
交
差
事
業
に
係
る
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
報
告
書　

小
松
市
八
日
市
地
方
遺
跡
」
発
行
。

二
〇
〇
六

４
月

調
査

共
同
住
宅
建
設
に
伴
い
一
三
〇
〇
㎡
の
発
掘
調
査
実
施
。

10
月

県
指
定
八
日
市
地
方
遺
跡
出
土
品
九
八
四
点
が
石
川
県
指
定
有
形
文
化
財
と
し
て
指
定
を
受
け
る
。

二
〇
〇
六

10
月
〜
２
月

展
示

県
指
定
記
念
と
し
て
、
博
物
館
２
階
に
て
指
定
品
を
公
開
。

開
催
期
間
中
、
特
別
講
演
会
（
石
川
日
出
志
、
金
関  

恕
）
２
回
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
弥
生
時
代
の
西
と
東
」　

を
開
催
。

講
座

11
月

報
告

◆
特
別
展
図
録
『
八
日
市
地
方
遺
跡

－

地
中
か
ら
今
、
弥
生
時
代
が
蘇
る

－

』
発
行
。

二
〇
〇
七

２
月

発
見

ト
リ
が
描
か
れ
た
絵
画
土
器
出
土
を
報
道
発
表
。

３
月

報
告

◆
共
同
住
宅
建
設
に
係
る
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
報
告
書
『
八
日
市
地
方
遺
跡
Ⅲ
』
発
行
。

展
示

石
川
県
立
歴
史
博
物
館
春
季
特
別
展
「
弥
生
ム
ラ
の
風
景 

－

越
の
ク
ニ
生
み
・
境
界
・
交
流

－

」
に
約
二
一
〇
点
出
展
。

二
〇
〇
九

３
月

報
告

◆
ま
い
ぶ
ん
講
座
フ
ォ
ー
ラ
ム
報
告
２
『
弥
生
時
代
の
北
陸
を
探
る

－

考
証　

八
日
市
地
方
遺
跡
と
は
ー
』
発
行
。

二
〇
一
一

６
月

国
指
定
三
ヶ
年
の
文
化
庁
に
よ
る
直
接
指
導
の
結
果
、
八
日
市
地
方
遺
跡
出
土
品
一
〇
二
〇
点
が
国
の
重
要
文
化
財
と
し
て
指
定
を
受
け
る
。

７
月
〜
10
月

展
示

重
要
文
化
財
指
定
記
念
特
別
展
「
八
日
市
地
方
遺
跡
」　

於
：
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

７
月
10
日

講
座

重
要
文
化
財
指
定
記
念
第
１
回
特
別
講
演
会
「
北
陸
弥
生
時
代
の
精
華
」
深
澤
芳
樹　

於
：
第
一
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

９
月
11
日

講
座

重
要
文
化
財
指
定
記
念
第
２
回
特
別
講
演
会
「
つ
な
が
っ
て
い
た
弥
生
時
代
の
山
陰
と
北
陸
」
佐
古
和
枝　

於
：
第
一
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

10
月
〜
１
月

展
示

重
要
文
化
財
指
定
記
念
特
別
展
「
八
日
市
地
方
遺
跡
か
ら
越
の
国
へ
」
於
：
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

11
月
６
日

講
座

重
要
文
化
財
指
定
記
念
第
３
回
特
別
講
演
会
「
弥
生
社
会
の
成
立
か
ら
見
た
八
日
市
地
方
遺
跡
」
宮
本
一
夫　

於
：
第
一
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

10
月
〜
12
月

調
査

市
道
御
宮
日
の
出
町
線
道
路
整
備
事
業
に
伴
い
四
五
〇
㎡
を
発
掘
調
査
実
施
。
右
岸
集
落
東
縁
部
に
お
け
る
墓
域
と
居
住
域
及
び
、
北
端
を
区
画
す
る
環
濠
も
確
認
。

二
〇
一
三

３
月
２
、３
日

講
座

市
民
考
古
樂
講
座
「
弥
生
時
代
の
紋
様
・
絵
画
・
造
形
の
意
味
を
読
み
解
く
」
橋
本
裕
行　

於
：
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

３
月
31
日

報
告

◆
『
八
日
市
地
方
遺
跡
Ⅱ　

第
１
部 

遺
構
編　

第
２
部 

石
器
編
』
発
行
。

二
〇
一
四

３
月
26
日

報
告

◆
『
八
日
市
地
方
遺
跡
Ⅱ　

第
３
部 

製
玉
編　

第
４
部 

木
器
編
』
発
行
。

10
月
〜
11
月

展
示

小
松
市
立
博
物
館
特
別
展
「
大
八
日
市
地
方
遺
跡
展　

〜
小
松
式
土
器
の
時
代
〜
」
に
七
〇
〇
点
を
超
え
る
展
示
。

10
月
28
日

講
座

フ
ォ
ー
ラ
ム
「
日
本
海
を
行
き
交
う
弥
生
の
宝
石
」
in 
小
松　

於
：
サ
イ
エ
ン
ス
ヒ
ル
ズ
こ
ま
つ

11
月
22
、
23
日

講
座

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
科
学
分
析
で
こ
こ
ま
で
わ
か
っ
た
八
日
市
地
方
遺
跡
「
小
松
式
土
器
の
時
代

－

樹
木
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ

－

」　　

於
：
サ
イ
エ
ン
ス
ヒ
ル
ズ
こ
ま
つ

二
〇
一
五

６
月
７
日

講
座

特
別
講
演
会
「
こ
ま
つ
原
始
の
森
と
人

－

弥
生
時
代
の
森
林
資
源
利
用
技
術
を
解
く

－

」
山
田
昌
久　

於
：
第
一
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

10
月
〜
12
月

調
査
（
公
財
）
石
川
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
が
北
陸
新
幹
線
建
設
に
伴
い
一
七
〇
〇
㎡
の
発
掘
調
査
。
旧
河
川
右
岸
の
居
住
域
・
環
濠
を
確
認
。

10
月
〜
12
月

展
示

秋
季
特
別
展
「
北
陸
新
幹
線
ル
ー
ト
の
弥
生
文
化
を
探
る
」　

於
：
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

11
月
28
、
29
日

講
座

フ
ォ
ー
ラ
ム
小
松
式
土
器
の
時
代
Ⅱ　
「
小
松
発
・
北
陸
新
幹
線
ル
ー
ト
の
弥
生
文
化
を
探
る
」　

於
：
サ
イ
エ
ン
ス
ヒ
ル
ズ
こ
ま
つ

二
〇
一
六

３
月

報
告

◆
『
八
日
市
地
方
遺
跡
Ⅱ　

第
５
部 

土
器
・
土
製
品
編　

第
６
部 

科
学
分
析
編　

第
７
部 

補
遺
編
』
発
行
。

４
月
〜

調
査
（
公
財
）
石
川
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
が
北
陸
新
幹
線
建
設
に
伴
い
六
七
九
〇
㎡
の
発
掘
調
査
。
右
岸
域
集
落
西
縁
部
に
お
け
る
居
住
域
と
墓
域
の
北
限
が
ほ
ぼ
確
認
さ
れ
、
河

川
を
は
さ
ん
で
折
り
返
し
た
よ
う
に
両
岸
で
ひ
ろ
が
る
大
規
模
環
濠
集
落
の
全
体
像
が
明
ら
か
と
な
る
。

二
〇
一
七

４
月
〜
６
月

調
査
（
公
財
）
石
川
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
が
北
陸
新
幹
線
建
設
に
伴
い
一
二
四
〇
㎡
の
発
掘
調
査
。
河
川
跡
右
岸
の
肩
部
を
中
心
に
調
査
し
、
水
辺
の
施
設
遺
構
等
を
調
査
。
ま
た
、

対
岸
の
左
岸
域
で
は
環
濠
お
よ
び
方
形
周
溝
墓
を
確
認
。

６
月

発
見

河
川
肩
部
か
ら
東
ア
ジ
ア
最
古
と
な
る
柄
付
き
鉄
製
鉇
出
土
を
報
道
発
表
。

８
月
〜
10
月

調
査

小
松
駅
東
駐
車
場
敷
地
内
遺
跡
の
内
容
確
認
の
た
め
三
七
二
㎡
を
ト
レ
ン
チ
調
査
。
調
査
に
は
、
関
西
・
関
東
の
８
大
学
か
ら
学
生
12
名
が
参
加
し
、
10
大
学
・
７
行
政
機
関
の
教

授
陣
や
研
究
者
と
連
携
・
協
力
。
調
査
を
介
し
た
研
究
交
流
と
人
材
育
成
に
取
り
組
ん
だ
。

二
〇
一
八

６
月
10
日

講
座

奈
良
県
唐
古
・

考
古
学
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
重
要
文
化
財
指
定
出
土
品
が
語
る
弥
生
世
界
」
に
参
加
「
北
陸
の
至
宝
〜
石
川
県
八
日
市
地
方
遺

跡
の
出
土
品
〜
」
を
報
告
・
討
論
。

９
月
〜
12
月

展
示

秋
季
特
別
展
「
鉄
器
化
以
前
〜
八
日
市
地
方
遺
跡
の
鉄
製
鉇
が
語
る
も
の
〜
」　

於
：
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

11
月
18
日

講
座

石
川
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
開
館
20
周
年
記
念
講
座 

考
古
学
最
前
線
「
鉄
器
招
来
〜
八
日
市
地
方
遺
跡
か
ら
弥
生
社
会
を
再
考
す
る
〜
」
於
：
サ
イ
エ
ン
ス
ヒ
ル
ズ
こ
ま
つ

二
〇
一
九

３
月

報
告

◆
『
八
日
市
地
方
遺
跡
Ⅴ

－

サ
イ
エ
ン
ス
ヒ
ル
ズ
こ
ま
つ
建
設
工
事
事
業
及
び
市
道
御
宮
町

－

日
の
出
線
道
路
整
備
事
業
に
係
る
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
報
告
書

－

』
発
行
。

３
月

報
告

●
石
川
県
教
委
『
小
松
市
八
日
市
地
方
遺
跡　

北
陸
新
幹
線
建
設
事
業
（
金
沢
・
敦
賀
間
）
に
係
る
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
概
要
報
告
書 

』
概
報　

発
行
。

10
月
〜
12
月

展
示

大
阪
府
立
弥
生
文
化
博
物
館
秋
季
特
別
展
「
北
陸
の
弥
生
世
界　

わ
ざ
と
こ
こ
ろ
」
に
約
一
三
〇
点
を
出
展

11
月
24
日

講
座

こ
ま
つ
潟
湖
と
砂
丘
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
北
前
船
寄
港
地
２
５
０
０
年
の
記
憶
」　

於
：
サ
イ
エ
ン
ス
ヒ
ル
ズ
こ
ま
つ

二
〇
二
〇

９
月
〜
12
月

展
示

特
別
展
「
八
日
市
地
方
遺
跡
90
年
の
歩
み
」　

於
：
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

９
月
13
日

講
座

八
日
市
地
方
遺
跡
発
見
90
年
記
念
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
大
規
模
環
濠
集
落 

八
日
市
地
方
遺
跡
の
存
在
意
義
と
は
」　

於
：
サ
イ
エ
ン
ス
ヒ
ル
ズ
こ
ま
つ

10
月
〜
12
月

展
示

愛
知
県
陶
磁
美
術
館
特
別
展･

愛
知
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
埋
蔵
文
化
財
展
「YAYOI

モ
ダ
ン
デ
ザ
イ
ン
ー
ニ
ッ
ポ
ン
の
美
、
こ
こ
に
始
ま
る
ー
」
に
38
点
を
出
展
。

12
月
６
日

講
座

あ
い
ち
の
考
古
学
２
０
２
０
「
弥
生
サ
ミ
ッ
ト
」
に
参
加
し
、「
石
川
県
八
日
市
地
方
遺
跡
」
を
報
告
・
討
論
。

昭　和平　成平　成令　和


